
1

激
動
期
を
生
き
凌
い
だ
詩
人

―
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン
の
全
自
作
詩
試
訳
完
了

森　

田　
　
　

孟

本
誌
前
号
の
最
後
で
取
り
上
げ
た
「
執し

念つ

深こ

い
運
命
」［
M
・
六

三
四
―
三
七
］（［
続
小
考
（
七
）
33
―

42
］）
は
、
長
年
の
年
長
の
親
友

パ
ウ
エ
ル
に
向
け
て
書
か
れ
た
形
の
力
作
で
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー

ン
（H

enry Vaughan, 1621

―95

）
の
最
後
の
詩
集
『
タ
レ
イ
ア
ー
』

の
だ
け
で
な
く
、
彼
の
全
作
中
の
代
表
作
の
一
篇
と
見
做
し
て
も
差

支
え
あ
る
ま
い
。

そ
の
詩
は
、
ま
ず
、
自
分
を
降
伏
（fall

）
さ
せ
よ
う
、
滅
ぼ
そ

う
（ruin

）
と
す
る
〈
運
命
〉
に
、「
君
」（〈
運
命
〉）
の
臣
下
（thy 

subject

）
で
あ
る
自
分
自
身
を
貶
む
、
と
揚
言
し
、「
君
」
に
憎
ま

れ
る
の
が
私
に
と
っ
て
の
最
良
の
〈
遺
産
〉
に
な
る
の
だ
（T

hy 
hate’ s the best Inheritance for m

e.

）、
と
挑
戦
す
る
。〈
運
命
〉

に
「
君
」（thou

）
と
語
り
か
け
な
が
ら
、
突
如
パ
ウ
エ
ル
に
視
点

が
移
っ
て
「
あ
な
た
」（you

）
と
呼
び
掛
け
る
。
そ
う
こ
う
し
な

が
ら
、
自
在
に
視
点
の
動
く
〈
空
想
〉（Fancy

）
が
「
私
」
を
捉

え
始
め
る
。「
私
」
は
「
息
を
引
き
取
れ
る
（I can expire

）
＝
死

ね
る
」
存
在
な
の
で
、
人
間
を
構
成
し
て
い
る
全
て
を
分
解
で
き
る

（can

…analyse all that’ s m
an

）。
そ
れ
で
、
宇
宙
へ
と
視
線
を

向
け
て
、
自
分
を
構
成
し
て
い
る
も
の

―
土
、
能
力
、
緻
密
さ
と

術
、
情
愛
、
誇
り
、
向
う
見
ず
と
無
遠
慮
、
強
欲
、
魔
術
と
詐
欺

―
を
、
そ
れ
ぞ
れ
順
に
、
地
球
、
月
、
水
星
、
金
星
、
太
陽
、
火

星
、
木
星
、
土
星
へ
と
放
出
し
て
ゆ
く
。
そ
う
し
て
縺
れ
が
解
け
た

自
分
の
〈
魂
〉
の
火
は
洗
練
さ
れ
て
、
何
も
な
く
な
っ
た
状
態
と
な

り
、
軽
や
か
に
飛
翔
し
て
〈
最
高
層
の
〉
光
（the E

m
pyrean 

light

）
に
到
り
、
一
個
の
〈
純
粋
存
在
〉（E

ssence

）
と
な
っ
て
天
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2

使
や
精
霊
と
一
緒
に
「
私
」
は
暮
ら
す
こ
と
に
な
る
。
と
、
空
想
が

展
が
っ
て
ゆ
く
。

他
方
、「
あ
な
た
」
パ
ウ
エ
ル
を
、
土
星
の
領
域
に
休
ま
せ
る
の

は
、「
私
」
の
、
そ
れ
も
「
暗
い
〈
想
像
力
〉」（m

y dark 
Im

agination

）
だ
と
逑
べ
て
、〈
空
想
〉
と
〈
想
像
力
〉
と
が
さ
り

気
な
く
識
別
さ
れ
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
そ
の
両
者
を
詳
細

に
区
別
し
て
み
せ
た
後
の
（
一
八
一
七
年
）
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ＊

へ
と
繋

が
っ
て
ゆ
く
だ
ろ
う
か
。

＊ S. T. C
oleridge, B

iographical L
iteraria, ed.

& A
esth

etical  

E
ssays by J. Shaw

cross, 2 vols.

（O
xford U

niversity P
ress, 

1962 ［First E
dition, 1907

］）. 

第
四
、
一
〇
、
一
三
章
な
ど
参
照
。

「
私
を
賢
く
す
る
の
は
貧
困
だ
」（’ T

is poverty that m
akes 

m
e w

ise;

）
と
か
、「〈
空
っ
ぽ
〉
に
匹
敵
す
る
〈
祝
福
〉
は
な
い
」

（T
here is no B

lessing to an E
m
ptiness !

）
な
ど
の
警
句
め
い

た
文
の
幾
つ
か
と
共
に
こ
の
作
品
は
、〈
運
命
〉
と
格
闘
す
る
夢
想

に
現
代
の
読
者
を
も
深
々
と
惹
き
込
ん
で
ゆ
く
秀
作
で
あ
っ
た
。

こ
の
詩
が
、
質
・
量
共
に
見
事
な
蔵
書
を
世
界
に
誇
る
ボ
ド
リ
ー

卿
の
図
書
館
を
讃
え
る
詩
［
続
小
考
（
一
）
21
―

24
］
の
次
に
配
置
、

と
い
う
の
も
心
憎
い
技わ

ざ

と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
人
に
〈
空
想
〉
を
促

し
、〈
想
像
力
〉
を
駆
使
さ
せ
る
原
動
力
の
重
要
な
一
部
に
な
る
の

は
、
先
行
の
書
籍
類
に
他
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
。
そ
の
、
図
書
館
讃

歌
の
詩
の
直
前
に
、
そ
し
て
、
や
は
り
ヴ
ォ
ー
ン
が
感
心
し
た
著
書

を
讃
え
た
「
パ
リ
ン
ゲ
ニ
ウ
ス
」（
前
号
、［
続
小
考
（
七
）
30
―

33
］）

の
直
後
に
現
れ
る
の
が
、
次
の
作
品
で
あ
る
。

こ
の
詩
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
、
同
じ
人
物
に
関
連
す
る
三
作
品

の
最
初
の
一
篇
で
、
軽
妙
な
社
会
批
評
の
詩
で
あ
る
。
一
〇
音
節
詩

行
の
二
行
連
句
、
四
二
行
の
作
品
。

著
者
も
共
に
ロ
ン
ド
ン
在
住
中
の

リ
ュ
シ
マ
コ
ス（

（
（

へ

To Lysim
achus, the A

uthor being w
ith him

　
　
　
　
　
　
　

in London

会
わ
な
か
っ
た
ね　

リ
ュ
シ
マ
コ
ス
、
昨
日
は
、
ぼ
く
た
ち

あ
の
綺
麗
な
〈
空
気
〉
を
そ
の
ま
ま
に
吸
い
込
ん
だ
し
、

ぼ
く
た
ち
自
身
も
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
が
、
あ
の
装
っ
た
〈
伊
達
男
た

　
　

ち
〉
の

諂へ
つ
らい

ざ
ま
と
、
一
歩
ご
と
に
交
わ
し
合
う
何
か
し
ら
の
〈
お
世
辞
〉

　

た
ら
た
ら
ぶ
り
と
き
た
ら
？
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何
と
不
思
議
な　

途
方
も
な
い
〈
図
形
〉
を
連
中
は
描
い
た
こ
と（

（
（

か

〈
両
脚
〉
と
〈
両
腕
〉
で
、
ぼ
く
ら
の
全
く
知
ら
な
か
っ
た
類た

ぐ
いの

も

　
　

の
だ

エ
ウ
ク
レ
イ
デ
ス（

（
（

や
ア
ル
キ
メ
デ
ス（

（
（

で
は
。
そ
れ
に
そ
の
全
て

学
識
に
富
む
行
で
〈
詩
〉
で
も
〈
散
文
〉
で
も（

（
（

な
い
も
の
は
な
い
？

何
と
大
量
の
〈
レ
ー
ス
編
み
〉
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
こ
と（

（
（

か
、
何
と

　
　
〈
黄
金

（
（
（

〉
が

豊
か
な
〈
痕
跡

（
（
（

〉
を
残
し
て
い
た
こ
と
か
、
お
ま
け
に
敢
え

（
（
（

て

そ
の
誇
ら
し
気
な
物
を
値
踏
み
ま
で
し
て
そ
の
〈
粧め

か

し
屋
ど
も
〉
を

嘲
笑
し
た
様
と
き
た
ら
、
彼
ら
の
誇
り
の
一
部
だ
っ
た
も
の
で
？

連
中
が
我
ら
を
目
指
し
て
大
胆
に
も
呼
び
か
け
た
有
様
と
き
た
ら

ま
る
で
我
々
は
彼
ら
皆
の
〈
召
使
い
〉
で　

我
ら
そ
の
も
の
を
軛
で

　
　

繋
い
で

彼
ら
の
〈
椅
子
駕
籠

（
10
（

〉
と
〈
豪
奢
〉
の
担
ぎ
手
に
す
べ
く
過
酷
な
運

　
　

命
で

そ
こ
へ
送
ら
れ
て
き
た
哀
れ
な
〈
人
間
ラ
バ
た
ち（

11
（

〉
み
た
い
で
は
？

あ
ら
ゆ
る
野
心
の
中
で
も
こ
れ
は
最
小
の
も
の
で
は
な
か
っ
た（

12
（

の
で

そ
の
意ド

リ

向フ
ト

が　

人
間
を
獣
に
変
え
た
の
だ
っ
た
。

ど
の
よ
う
な
無
茶
な
話
し
合
い
を（

13
（

あ
の
〈
英
雄
た
ち
〉
は
受
け

　
　

入
れ
た
の
か
？

こ
の
〈
貴
婦
人

（
14
（

〉
は
彼
ら
の
〈
友
人
〉
だ
っ
た
、
だ
か
ら
大
変
な

　
　
〈
支ロ

ー

ド
配
者
〉
な
の
だ
。

ど
れ
程
多
く
の
〈
血
〉
が
そ
の
中
に
あ
っ
た
の
か（

15
（

？
分
る
だ
ろ
う

彼
は
ベ
ヴ
ィ
ス
と
そ
の
ア
ラ
ン
デ
ル（

16
（

に
由
来
し
た
の
だ

モ
ー
グ
レ
イ（

17
（

は
ま
だ
彼
が
身
に
つ
け
て
い
た　

だ
か
ら
彼
な
ら
為
し

　
　

遂
げ
た
だ
ろ
う

そ
れ
で
も
っ
て
彼
の
古

い
に
し
えの

〈
祖
先

（
11
（

〉
よ
り
も
多
く
の
偉
業
を
。

　

ぼ
く
の
〈
友
人
〉
は
こ
れ
に
驚
く
だ
ろ
う
か
？　

そ
れ
は
何
だ
ろ

う
ね
君
に
は
、
君
は
も
っ
と
名
門
の
〈
家
系
〉
を
提
出
で
き
る
し

全
く
真
実
の
と
こ
ろ　

君
の
血
縁
の
〈
魂
〉
を
支
持
で
き
る
の
だ（

19
（

よ

ど
こ
か
の
明
る
い
〈
星
〉
と
か
〈
ケ
ル
ビ
ム
〉
に
対
し
て
ね
？
。

こ
れ
ら
が
や
た
ら
気
前
の
よ
い
気
分

（
20
（

の
う
ち
に
そ
の
夜
を

同
じ
罪
を
犯
し
な
が
ら
過
ご
す
と　

彼
ら
は
光
を
追
い
払
い

君
の
習
熟
し
た
倹
約
が
彼
女

（
21
（

を
利
用
す
る
が
、
他
方
彼
女
は（

21
（

自
ら
の
炎
立
つ
〈
大
型
本

（
22
（

〉
を
君
に
顕
に
示
す
、

す
る
と
分
離
さ
れ
た
個
々
の
空（

23
（

と
そ
れ
ぞ
れ
の
明
る
い
〈
ラ
ン
プ
〉

を
注
意
深
く
思
い
を
凝
ら
し
眼
を
見
張
っ
て
眺
め
な
が
ら

君
は　
〈
大
自
然
〉
の
最
大
の
閉
ざ
さ
れ
た
部
屋
部
屋
か
ら
ぱ
っ
と

〈
天
界
〉
に
姿
を
現
し
て
、
そ
こ
で
〈
星
々
〉
と
話
を
交
わ
す
。

　

個
人
の
秘
め
事
で
し
か
〈
暗
く
な
ら
〉
な
い
よ
う
な
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無
邪
気
な　

幸
せ
な
夜
は　

う
ま
く
い
っ
て
く
れ
よ
、

そ
し
て
偽
り
の
世
界
の
栄
光
だ
け
は
免
れ
な
が
ら

そ
れ
に
も
伴
う
あ
の
弱
点
は　

全
て
避
け
て
く
れ
よ
！

彼
ら
の（

24
（

不
正
入
手
と
不
正
授
与
の
賞
讃
を
聞
い
て
も
苛
立
た
ず
に

君
の
最
も
暗
い
夜
な
夜
な
は
こ
の
上
な
く
明
る
い
昼
日
中
を
凌
い
で

　
　

輝
く
の
だ
。

［
M
・
六
三
二
―
三
三
］

訳
注

（
1
）　

正
体
不
明
。
全
く
の
想
像
上
の
人
物
の
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
詩

の
社
会
批
評
の
責
任
を
作
者
自
身
が
負
お
う
と
す
る
も
の
。
ロ
ン

ド
ン
の
〈
伊
達
男
〉
の
馬
鹿
気
た
尊
大
さ
へ
作
者
の
思
い
を
劇
化

し
、
想
像
力
に
よ
っ
て
も
っ
と
豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
作
者
自
身

の
能
力
を
、
報
復
の
よ
う
に
し
て
主
張
す
る
も
の
［
M
a
・
二
九

四
］当

時
流
行
の
フ
ラ
ン
ス
の
伝
奇
物
語
類
を
賞
讃
す
る
人
々
が
採

用
し
た
筆
名
の
典
型
で
、
こ
れ
は
特
に
オ
リ
ン
ダ
［
続
小
考
（
二
）

47
・
訳
注
（
6
）
参
照
］
の
文
学
仲
間
が
装
っ
た
［
R
A
・
六
五

六
―
五
七
］

実
際
、
双
生
児
の
弟
ト
マ
ス
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
［
H
・
3
］

こ
の
人
物
の
正
体
は
不
明
だ
が
、
こ
の
名
前
の
マ
ケ
ド
ニ
ア
の

将
軍
（
三
六
一
？
―
二
八
一
B
C
］
が
実
在
す
る
。

（
2
）　W
hat

…D
iagram

s

…Legs and A
rm

s　

伊
達
男
た
ち
の
気き

障ざ

な
気
取
っ
た
立
ち
居
振
舞
い
へ
の
諷
刺
表
現
。

（
3
）　

E
uclid　

エ
ウ
ク
レ
イ
デ
ー
ス
、
紀
元
前
四
世
紀
頃
の
ア
レ
ク
サ

ン
ド
リ
ア
の
数
学
者
・
教
育
者
、
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
の
大
成

者
、
主
著
『
幾
何
学
原
本
』。

（
4
）　

A
rchim

ed 

＝ A
rchim

edes 

（c.217

―212 B. C.

）
ア
ル
キ
メ
ー

デ
ー
ス
、
シ
チ
リ
ア
の
数
学
者
・
博
物
学
者
。

（
5
）　

W
hose learned lines

…Proze　

数
学
者
た
ち
が
例
証
す
る
数
字

や
図
形
へ
の
機
智
表
現
。
尚
、
疑
問
符
（
？
）
と
感
嘆
符
（
！
）

と
は
ヴ
ォ
ー
ン
の
時
代
、
交
換
可
能
だ
っ
た
［
M
a
・
二
九
五
］

（
6
）　W

hat store of Lace w
as there

　
レ
ー
ス
は
贅
沢
品
な
の
で
流

行
の
見
せ
び
ら
か
し
の
証
［
R
A
・
六
五
七
］

（
7
）　

G
old 

＝ the gold lace

［
M
a
・
同
］

（
1
）　

T
races　

長
衣
な
ど
を
調
整
す
る
た
め
の
金
・
銀
糸
で
編
ん
だ
紐

や
、
平
た
い
襞
織
り
（O

E
D

　

trace Sb
3 2

）［
R
A
・
同
］

（
9
）　

but w
ithall m

ade bold / To m
easure the proud things

　

黄
金
は
、
粧
し
屋
た
ち
が
互
い
の
値
打
ち
を
量
る
尺
度
な
の
で
、

事
実
上
彼
ら
が
道
徳
面
で
劣
っ
て
い
る
こ
と
の
判
断
に
な
る
も
の

［
同
］

（
10
）　

Sedans and State 

＝ pom
pous sedans.　

二
詞
一
意
（hen

diadys

）「
豪
奢
な
椅
子
駕
籠
」［
同
］

‘
sedan’　

は
二
本
の
棒
の
上
に
わ
た
し
て
乗
せ
た
、
囲
り
を
覆

い
閉
ざ
し
た
椅
子
で
、
前
後
に
一
人
ず
つ
の
二
人
で
運
ぶ
。
重
要
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人
物
の
乗
物
と
さ
れ
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
は
一
六
三
五
年
頃
に

導
入
さ
れ
、
二
世
紀
余
り
使
用
さ
れ
た
［
M
a
・
二
九
六
］

（
11
）　

M
en-m

ules　

セ
ダ
ン
を
運
ぶ
人
々
へ
の
負
担
に
賛
成
し
か
ね
る

気
持
を
示
し
て
い
る
表
現
［
同
］

（
12
）　O

f all am
bitions

…m
an into a beast　

社
会
が
セ
ダ
ン
を
受

け
入
れ
た
こ
と
を
軽
蔑
し
た
評
言
［
同
］

（
13
）　blind discourse
＝talk lacking in discernm

ent 

［
弁
別
力
の

な
い
談
話
」［
R
A
・
六
五
七
］

（
14
）　

Lady

　
前
行
の
「
談
話
」
で
話
柄
と
な
っ
た
女
性
で
あ
ろ
う
。
後

の
作
品
の
「
フ
ァ
イ
ダ
」
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

（
15
）　H

ow m
uch of B

lood w
as in it

　
計
画
の
上
で
の
故
意
の
曖
昧

表
現
で
、「
彼
ら
の
談
話
で
は
ど
の
く
ら
い
血
筋
の
自
慢
が
交
わ
さ

れ
た
か
」
と
「
そ
れ
は
血
腥
い
争
い
だ
っ
た
の
か
」
の
両
義
。
そ

の
粧
し
屋
ど
も
は
、
自
ら
の
高
貴
な
家
柄
と
闘
争
へ
の
興
味
・
武

勇
と
の
両
方
を
印
象
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
［
R
A
・
同
］

（
16
）　

B
evis and his A

rundel　

ベ
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
「
大
胆
な
ベ

ヴ
ィ
ス
卿
と
そ
の
ア
ラ
ン
デ
ル
の
／
自
国
産
の
伝
説
…
」（E

pigram
 

to the E
arl of N

ew
castle, U

nderw
oods liii, 9

―10

）
参
照
。
フ
ラ

ン
ス
語
版
が
最
初
一
五
二
〇
年
に
出
た
伝
奇
物
語
作
品
で
、
英
語

版
で
は
、T

he H
istorie of Sir B

evis of Southam
pton

の
題
で
少

な
く
と
も
二
回
（
一
五
六
五
年
頃
と
一
六
二
〇
年
頃
）
出
版
さ
れ

た
評
判
の
騎
士
物
語
の
主
人
公
と
そ
の
愛
馬［
M
a
・
同
］［
R
A
・

同
］

（
17
）　

M
orglay

　
字
義
通
り
で
は
「
大
剣
」、
ベ
ヴ
ィ
ス
卿
の
武
器

［
R
A
・
同
］

（
11
）　G

randsire

＝Sir B
evis.　

そ
の
粧
し
屋
（fop

）
の
自
慢
に
な

る
［
M
a
・
二
九
七
］

（
19
）　thy Soul of kin

…to a C
herubin　

ヴ
ォ
ー
ン
は
、
友
人
の
魂

が
天
上
に
起
源
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
く
て
、
そ
れ
を
、
デ
ィ

オ
ニ
シ
ウ
ス
・
ア
レ
オ
パ
ギ
タ
（D

ionysius the A
reopagite

［
ア

テ
ネ
の
学
者
、
紀
元
五
〇
年
頃
、
聖
パ
オ
ロ
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト

教
に
改
宗
「
使
徒
言
行
録
」
17
・
34
。
近
年
で
は
五
〇
〇
年
頃
の

シ
リ
ア
地
方
の
学
者
の
偽
装
と
さ
れ
る
］）
の
、
天
上
の
階
層
で
は

恒
星
の
領
域
を
支
配
す
る
ケ
ル
ビ
ム
（
智
天
使
）
と
結
び
つ
け
る

［
R
A
・
六
五
七
―
五
八
］

（
20
）　profuse m

oods 

＝ profligacy　
「
浪
費
、
放
蕩
」［
R
A
・
六

五
八
］

（
21
）　her 

＝ the night ［
M
a
・
二
九
七
］［
R
A
・
同
］
二
行
前
の
。

（
22
）　her firy ［fiery

］Volum
e  

ハ
ビ
ン
グ
ト
ン
の
「
各
大
空
の
大
き

な
書
物
」
1
（「
詩
篇
）
19
・
2
「
夜
は
夜
に
知
識
を
示
す
」
か
ら
）

を
参
照
［
R
A
・
同
］

こ
こ
か
ら
の
六
行
（
…w

ith the Stars

）　

人
間
各
人
の
人
生
で

の
主
な
目
的
は
、〈
神
の
精
神
〉
を
出
来
る
限
り
十
分
に
知
り
、
そ

れ
と
少
し
で
も
密
接
に
結
合
す
る
こ
と
、
と
い
う
の
が
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
の
宗
教
思
想
の
基
本
要
素
で
あ
っ
た
。
気
儘
な
背
信
に
よ
っ

て
、
本
来
備
え
て
い
た
神
の
真
の
知
識
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
エ

tate01_morita.indd   5 2013/05/29   11:32:24
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デ
ン
の
園
で
の
罪
を
贖
う
に
は
、
堕
落
し
た
人
間
は
二
冊
の
書
物

―
「
バ
イ
ブ
ル
」
と
「
自
然
と
い
う
書
物
」
―
に
依
ら
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
。（「
執
念
深
い
運
命
」［
続
小
考
（
七
）
41
］
訳
注

（
59
）
参
照
）

ヴ
ォ
ー
ン
は
、
当
代
の
多
く
の
作
家
同
様
、
大
空
を
〈
自
然
の

書
物
〉
の
特
別
に
重
要
な
一
部
だ
と
考
え
た
が
、
そ
れ
は
当
時
の

新
し
い
科
学
の
諸
発
見
と
は
矛
盾
す
る
に
も
拘
ら
ず
広
ま
っ
て
い

た
一
般
的
な
宇
宙
観
―
宇
宙
の
天
空
の
部
分
は
不
純
な
地
上
の
部

分
と
は
異
な
っ
て
純
粋
で
変
化
し
な
い
も
の
―
の
せ
い
で
あ
ろ
う
。

だ
か
ら
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
精
神
に
と
っ
て
は
星
は
自
然
の
中
で

も
本
質
的
に
神
に
近
い
部
分
を
表
し
て
い
る
、
と
い
う
点
で
特
に

魅
力
に
富
ん
で
い
た
。
人
間
は
内
部
に
在
る
精
神
的
な
要
素
に
よ
っ

て
、「
星
の
領
域
」
に
住
ん
で
い
て
そ
の
領
域
の
動
き
を
制
禦
し
て

い
る‘

Intelligencies’

〈
支
配
霊
〉
に
特
別
親
近
感
を
抱
い
て
い

る
の
だ
、
と
い
う
考
え
が
こ
の
詩
に
在
る
［
M
a
・
二
九
八
］

（
23
）　the separated skies　

大
空
は
我
々
か
ら
、
実
際
の
距
離
と
、

大
空
と
我
々
と
の
霊
的
な
状
態
の
違
い
、
と
の
両
方
に
よ
っ
て
分

離
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
［
R
A
・
同
］

（
24
）　their 

＝ the fops’

「
粧
し
屋
た
ち
の
」［
M
a
・
二
九
九
］

ヴ
ォ
ー
ン
が
父
親
の
要
望
で
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
を
中
途
で
切
り

上
げ
て
法
律
を
学
ぶ
た
め
に
ロ
ン
ド
ン
に
赴
き
、
そ
こ
に
滞
在
し
た

の
は
、
お
お
よ
そ
一
六
四
〇
―
四
二
年
の
ほ
ぼ
二
年
間
ぐ
ら
い
と
み

ら
れ
て
い
る
［
H
・
三
〇
―
四
七
］。
お
お
よ
そ
、
と
か
、
ほ
ぼ
、
と

言
う
の
も
仕
方
が
な
い
。
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン
の
生
涯
に
つ
い
て

は
、
ギ
ニ
ー
、
モ
ー
ガ
ン
両
嬢
の
熱
意
［
G
M
］
や
ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン

の
精
査
に
も
拘
ら
ず
、
不
明
な
ま
ま
の
部
分
が
少
な
く
な
い
。
彼
の

生
れ
た
月
日
を
始
め
、
二
度
結
婚
し
た
そ
の
年
月
日
、
最
初
の
妻
の

死
亡
年
月
日
な
ど
、
公
の
記
録
が
脱
落
し
て
い
て
分
ら
ず
、
彼
が
医

師
の
資
格
を
何
処
で
何
時
取
得
し
た
か
も
記
録
が
見
当
ら
な
い
と
い

う
［
H
・
一
八
一
―
九
四
］。
肖
像
画
の
類
も
皆
無
で
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
在
住
中
、
と
標
題
に
あ
る
こ
の
作
品
だ
が
、
ベ
ヴ
ィ
ス

卿
な
る
人
物
の
登
場
す
る
騎
士
物
語
ば
か
り
か
、
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
や

ア
ル
キ
メ
デ
ス
に
ま
で
言
及
し
て
内
容
を
膨
張
さ
せ
な
が
ら
、「
粧

し
屋
」
の
「
伊
達
男
た
ち
」
を
代
表
に
し
て
当
時
の
首
都
の
世
情
・

風
俗
を
諷
刺
し
て
間
然
す
る
所
が
な
い
。
如
何
に
も
こ
の
作
者
ら
し

い
作
品
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
先
刻
触
れ
た
既
に
見
た
二
篇
―
ボ
ド
リ
ー
卿
の
図
書
館
を

讃
え
た
詩
と
「
執し

念つ

深こ

い
運
命
」

―
に
続
い
て
、
親
し
い
従
兄
弟
へ

の
祝
婚
歌
で
あ
る
。

tate01_morita.indd   6 2013/05/29   11:32:24
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ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ル
の
Ⅰ
・
モ
ー
ガ
ン
殿（

（
（

へ
、
そ
の
突
然
の
旅
と

　
　
　
　
　

引
き
続
い
て
の
結
婚
に
つ
い
て

To 

Ⅰ. M
organ of W

hite-H
all E

sq; upon his sudden 

　
　
　

Journey and succeeding M
arriage

そ
う
し
て（

（
（

　

我
ら
の
寒
い
荒
涼
と
し
た（

（
（

　

あ
ら
ゆ
る
も
の
に
活
気
の

　
　

な
く
な
る
〈
世
界
〉
か
ら

彼
の
暖
い
イ
ン
ド
亜
大
陸

（
（
（

へ
と　

明
る
い
太
陽
が
退
い
て
ゆ
く
。

そ
こ
は
あ
の　
〈
黄
金
〉
と
香
料
の
地
方
で

芳
香
が
彼
の
巡
行

（
（
（

を
、
喜
び
が
彼
の
〈
両
眼
〉
を
、
満
た
す
。

そ
れ
ら
は
改
め
て
活
気
づ
い
て
戻
っ
て
く
る
と

火
を　
〈
紅ル

ビ
ー玉
の
〉〈
水
晶
の
〉
日
に
と（

（
（

　

運
び
込
む
、

そ
し
て
証
明
す
る
の
だ　
〈
光
〉
は
も
っ
と
温
和
な
〈
風
土
〉
で
な

ら　

更
に
働
き
か
け
ら
れ
る
と　

こ
こ
で
の
人
間
に
よ
り
は
感
覚
の

　
　

な
い
〈
石
〉
の
方
に
。

　

し
か
し
あ
な
た
は　

輝
く（

（
（

定
め
だ
っ
た
人
ら
し
く
取
り
込
む
の
だ

〈
光
〉
と
〈
熱
〉
の
両
方
を
、〈
愛
〉
と
〈
慧
智
〉
は
紡
が
れ
て
い
っ

て
一
本
の
糸
と

（
（
（

な
り
、
そ
れ
と
し
っ
か
り
結
び
つ
け
る
の
だ

そ
の　

同
じ
よ
う
に
明
る
い
〈
祝
福
〉
を
子
孫
に
、

そ
れ
は
こ
う
し
て
伝
え
ら
れ（

（
（

て　
〈
王
冠
〉
の
〈
宝
石
〉
の
よ
う
に

あ
な
た
の
〈
名
前
〉
と
共
に　

永
遠
に
あ
な
た
自
身
の
も
の
へ
と
降

　
　

り
て
く
る
。

　

私
が
死
ね
ば　

悪
意
か
無
視
が
生
れ

そ
の
最
悪
の
も
の
が
私
の
亡ダ

ス
ト骸

に
反
映
さ
せ
ら
れ
る
だ
ろ
う

（
と
い
う
の
も　
〈
詩
人
た
ち
〉
は
ま
だ
名
前
を
何
ら
残
さ
な
か
っ
た

か
ら
、
唯
、
人
々
が
余
り
に
も
嫉
妬
し
た
り
軽
蔑
し
た
よ
う
な
名
は

　
　

別
だ
が
）

あ
な
た
は
そ
の
ど
ち
ら
で
も（

10
（

な
い
（
そ
れ
に　

ど
う
い
う
状
態
の
方

　
　

が
優
れ
て
い
る
の
か
？

〈
健
康
〉
の
よ
う
な
正
当
な
〈
名
声
〉
は
欠
け
る
こ
と
も
増
え
る
こ

　
　

と
も
な
い
の
だ
か
ら（

11
（

）

時
代
が
〈
完
全
な
〉
ま
ま
で　

あ
な
た
の
惑
星
の
〈
火
〉
同
様

常
に
染
み
一
つ
無
く
輝
い
て
い
る
と
分
っ
た
後
ま
で
。

単
独
で
輝
く
も
の
は
な
い
。
あ
な
た
の
美
し
い
〈
愛
し
い
人
〉
が

加
わ
っ
て（

12
（

　

あ
な
た
の
輝
き
を
引
き
立
て
祝
福
す
る
の
だ
。

あ
の
明
る
い
〈
結
合
〉
か（

13
（

ら
人
々
が　

彼
女
と
あ
な
た
を

取
り
巻
い
て
い
る
〈
星
座

（
14
（

〉
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
ま
で
。

　

そ
の
よ
う
に
二
本
の
芳
し
い
〈
薔
薇
の
芽
〉
が
〈
乙
女
の
寝
床
〉

　
　

か
ら

ま
ず
そ
っ
と
覘
き
見
て
頬
を
赫
ら
め　

そ
れ
か
ら
口
付
け
し　

頭
を

tate01_morita.indd   7 2013/05/29   11:32:24
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く
っ
つ
け
合
う
、

遂
に
は
年
ご
と
の
祝
福
が
自
ら
の
蓄
え
を
増
や
し
て

あ
の
二
本
が
二
十
と
二
本
以
上
ま
で
数
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

そ
の
美
し
い
〈
盛バ

ン

ク
り
土
〉
は
（
天
国
の
気
前
の
よ
い
報
奨
金
で
〈
冠

　
　

を
授
け
ら
れ
て
〉）

選
り
抜
き
の
〈
才

ス
ウ
ィ
ー
ツ士〉

と
〈
美

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ズ
人
〉
で
溢
れ
か
え
る
、

遂
に
は
時
が
、〈
花
々
〉
の
よ
う
に
〈
家
族
〉
を
遠
く
ま
で
広
げ
な

　
　

が
ら

彼
ら
を
〈
花
の
冠
〉
を
求
め
て
最
上
の
人
々
へ
と
赴
か
せ
る（

15
（

。

そ
う
な
れ
ば
最
近
の
子
孫
が
（
も
し
偶
然
か
、
何
か

弱
々
し
い
〈
木エ

ー

霊コ
ー

〉
が
、
殆
ど
全
く
消
え
て
声
が
出
な
い
ま
ま

彼
ら
に
告
げ
て
く
れ
る
な
ら
だ
が
、
そ
の
〈
詩
人
〉
が
誰
だ
っ
た
か

　
　

ど
の
よ
う
に

彼
は
生
き
て
あ
な
た
を
愛
し
た
の
か
も
、
あ
な
た
は
御
存
知
だ
が
）

真
直
ぐ
私
の
墓
ま
で
〈
花
々
〉
と
香
辛
料
を

〈
光
〉
と
〈
讃
美
歌
〉
共
々
届
け
て
く
れ
る
だ
ろ
う
、
そ
し
て
〈
捧

げ
物
〉
と
し
て
そ
こ
で　

こ
う
真
実
を
明
言
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
、

　
　
〈
愛
〉
が（

16
（

（
昔
は

盲
目
だ
と
非
難
さ
れ
て
い
て
更
に
悪
い
〈
犯
罪
〉
を
招
く
も
の
だ
っ

た
（
17
（

、
も
し
心
が
直
せ
な
け
れ
ば
だ
が
）
あ
な
た
の
た
め
に
私
の
中
に

彼
の
〈
眼
〉
を
両
方
共
見
出
し
て　

全
て
を
予
言
し
て
見
て
く
れ
た

　
　

の
だ
と
。

［
M
・
六
三
七
―
三
八
］

訳
注

（
1
）　

ジ
ョ
ン
・
モ
ー
ガ
ン
（John M

organ, ?

―1699

）
は
、
ヘ
ン

リ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン
の
従
兄
弟
で
、
近
隣
の
フ
ラ
ン
デ
テ
ィ

（Llandetty

）
の
ウ
ェ
ナ
ハ
ト
ゥ
（W

enallt,

―
こ
の
ウ
ェ
ー
ル

ズ
語
、
英
語
化
す
れ
ば‘

W
hite H

ill’

）
―
ヴ
ォ
ー
ン
の
居
住
地

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
ア
ス
ク
川
の
対
岸
）
―
に
住
ん
で
い
た
。「
ホ
ワ
イ

ト
ホ
ー
ル
」
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
な
ら‘

N
euadd w

en’

（
ノ
イ
ア

ズ
・
ウ
ェ
ン
）。
彼
の
結
婚
の
日
付
は
知
ら
れ
て
い
な
い
［
H
・
二

一
七
、
二
二
二
］

（
2
）　So　

太
陽
と
こ
の
詩
と
の
類
比
が
す
ぐ
続
く
こ
と
を
先
取
り
す
る

語
［
M
a
・
三
一
四
］

（
3
）　our cold, rude W

orld　

教
養
人
は
地
中
海
地
方
の
文
化
度
を
考

慮
し
な
が
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
風
土
の
荒
涼
さ
が
詩
や
哲
学
の
成
功

の
障
害
だ
と
信
じ
て
い
た
［
R
A
・
六
六
四
］

（
4
）　

Indies　

当
時
は
、
東
西
イ
ン
ド
諸
島
と
イ
ン
ド
を
漫
然
と
指
し

て
お
り
、
ギ
ア
ナ
（「
執
念
深
い
運
命
」［
続
小
考
（
七
）
33
―

42
］

九
四
行
目
）
や
ア
メ
リ
カ
（「
あ
る
悲
歌
」［
続
小
考
（
四
）
19
―

21
］
一
七
行
目
）
同
様
、
そ
の
神
秘
の
雰
囲
気
か
ら
、
表
現
し
難
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い
富
や
美
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
古
代
神
話
の
理
想
郷
エ
ー
リ
ュ

シ
オ
ン
に
な
っ
て
い
た
［
M
a
・
三
一
四
―
一
五
］

（
5
）　progress 

＝ royal progress or procession 

「
国
王
、
政
府
高

官
な
ど
の
、
視
察
旅
行
、
巡
行
、
行
幸
」［
M
a
・
三
一
五
］

［
R
A
・
同
］

（
6
）　Fire into R

ubies, into C
hrystalls day

　
ル
ビ
ー
と
水
晶
に
反

映
し
て
い
る
色
を
宇
宙
の
「
光
と
熱
」（
一
〇
行
目
）
の
象
徴
だ
と

作
者
は
考
え
て
い
た
。
デ
ィ
オ
ド
ロ
ス
・
シ
キ
ュ
ル
ス　

（D
iodorus Siculus 

［
紀
元
前
一
世
紀
後
半
の
ギ
リ
シ
ャ
の
歴
史

家
、『
歴
史
文
庫
』
四
〇
巻
著
述
］）
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
、
太

陽
に
は
錬
金
術
の
力
が
あ
る
と
す
る
理
論
に
、
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
『
ジ
ョ
ン
王
』
Ⅲ
・
ⅰ
・
77
―

10　
「
今
日
の
日

を
荘
厳
に
せ
ん
も
の
と
輝
か
し
い
太
陽
が
／
歩
み
を
留
め
て
錬
金

術
士
を
務
め
て
／
そ
の
貴
重
な
眼
の
光
で
変
え
よ
う
と
し
て
い
る

／
つ
ま
ら
な
い
土
く
れ
の
大
地
を
き
ら
め
き
輝
く
黄
金
に
」
参
照

［
M
a
・
同
］［
R
A
・
六
六
四
―
六
五
］

（
7
）　shine　

字
義
通
り
の
「
明
る
く
な
る
」
と
、
譬
喩
で
の
「
人
物

の
面
で
秀
で
る
」
の
意
を
含
有
す
る
こ
と
で
、
太
陽
と
モ
ー
ガ
ン

の
人
格
と
の
類
似
を
促
進
す
る
［
M
a
・
三
一
六
］

（
1
）　Into one thred 

太
陽
光
線
と
糸
と
の
類
推
は
、「
泣
き
ぬ
れ
る

ア
モ
レ
ッ
ト
ヘ
」［
続
小
考
（
四
）
32
］
六
―
七
行
目
「〈
太
陽
光

線
〉
の
あ
の
〈
糸
玉
〉
か
ら
／
…
糸
の
一
本
も
」
参
照
［
同
］

（
9
）　intail’ d 

（
＝ entailed

）
＝ bestow

ed; conferred

　「
授
け
る
、

与
え
る
」。
土
地
を
授
け
る
過
程
を
表
す
法
律
用
語
の
、
譬
喩
と
し

て
の
使
用
。「
彼
の
友
人

―
へ
」［
続
小
考
（
五
）
11
］
二
行
目

と
訳
注
（
2
）
参
照
［
M
a
・
同
］

（
10
）　both

　
四
行
前
の‘

m
alice’

「
悪
意
」
と ‘

negrect’

「
無
視
」

［
R
A
・
同
］

（
11
）　like H

ealth, nor w
ants, nor sw

ells　
「
肥
り
す
ぎ
で
も
痩
せ
す

ぎ
で
も
な
い
健
康
な
人
の
よ
う
に
」［
R
A
・
同
］

（
12
）　access 

＝ addition; increase. ‘
Love’

〈
愛
し
い
人
〉
は
「
妻
」

を
指
す
［
M
a
・
三
一
七
］

（
13
）　

C
onjunction　

通
常
の
「
合
体
・
連
帯
」
の
意
と
共
に
「
二
つ
の

惑
星
の
出
逢
い
」［
R
A
・
同
］
／
「
パ
リ
ン
ゲ
ニ
ウ
ス
」［
続
小

考
（
七
）
30
―

31
］
の
一
〇
行
目
参
照
［
M
a
・
同
］

（
14
）　

C
onstellation　

結
婚
に
よ
っ
て
期
待
さ
れ
る
子
供
た
ち
を
明
る

い
星
々
の
固
ま
り
に
譬
え
て
の
言
及
は
、
慣
習
に
従
っ
た
凝
り
す

ぎ
の
褒
辞
［
M
a
・
同
］

（
15
）　the best of heads　

結
婚
の
際
立
っ
た
伴
侶
［
M
a
・
同
］

（
16
）　

Love

…censur’ d blind　

古
典
で
は
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
を
目
が
眩

ん
で
い
る
と
し
て
い
て
、
彼
が
相
手
を
気
紛
れ
に
選
ぶ
と
い
わ
れ

る
説
明
に
す
る
［
M
a
・
同
］

（
17
）　and w

ill contract w
orse C

rim
es/ If hearts m

end not　

明

ら
か
に
傍
白
の
部
分
な
の
で
、
そ
の
意
味
を
確
定
し
難
い
が
、
王

政
復
古
［
一
六
六
〇
年
］
後
の
宮
廷
社
会
内
で
の
、
緩
ん
だ
倫
理

の
水
準
に
触
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
［
同
］
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こ
の
従
兄
弟
は
、
セ
ン
ト
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ズ
［
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
ダ
ヴ
ェ

ド
（D

yfed
）
州
西
部
の
町
］
の
法
官
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
オ
ー
ブ
リ
ー
博

士
（D

r. W
illiam

 A
w
brey, chancellor of St. D

avids

）
の
娘
と

結
婚
し
た
［
グ
ロ
サ
ー
ル
、
ⅱ
・
二
二
二
］［
M
a
・
三
一
四
］

書
誌
学
上
の
証
拠
か
ら
、
こ
の
詩
は
一
六
五
〇
年
以
前
の
作
で
は

な
く
、
そ
れ
よ
り
大
分
後
に
［
訳
注
（
17
）
参
照
］
書
か
れ
た
と
思

わ
れ
る
も
の
［
M
a
・
同
］。

今
は
時
代
が
不
「
完
全
」
だ
と
い
う
残
念
な
思
い
が
、
こ
の
作
者

の
念
頭
か
ら
い
つ
も
離
れ
な
い
。
そ
れ
が
こ
の
よ
う
な
祝
婚
の
詩
に

も
現
れ
る
と
こ
ろ
が
、
ヴ
ォ
ー
ン
ら
し
い
し
、
こ
の
詩
を
「
あ
な

た
」
の
子
孫
が
嘉よ

み

し
て
く
れ
て
、「
私
」
の
墓
詣
で
を
し
て
く
れ
る

こ
と
ま
で
期
待
す
る
ユ
ー
モ
ア
の
滲
む
機
智
が
、
や
は
り
面
白
い
。

「
時
が
〈
花
々
〉
の
よ
う
に
〈
家
族
〉
を
広
げ
る
」
と
い
う
三
三

行
目
と
、「
真
直
ぐ
私
の
墓
ま
で
〈
花
々
〉
と
香
辛
料
を
届
け
る
」

と
い
う
三
九
行
目
が
一
一
音
節
以
外
は
全
て
、
一
〇
音
節
詩
行
二
行

連
句
、
四
四
行
の
詩
。
続
い
て
す
ぐ
、
リ
ュ
シ
マ
コ
ス
関
係
の
作
品

に
な
る
。
こ
れ
は
、
八
音
節
詩
行
（
但
し
、
冒
頭
の
二
行
を
含
む
六

行
が
九
音
節
、
六
七
行
目
が
一
〇
音
節
）
二
行
連
句
七
四
行
の
詩
で

あ
る
。

フ
ァ
イ
ダ（

（
（

、
即
ち
田
園
の
美
女
。
リ
ュ
シ
マ
コ
ス（

（
（

ヘ

　
　

FID
A

: O
r The C

ountry-beauty:

　
　
　
　
　

to Lysim
achus　

も
う
ぼ
く
は
彼
女
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
、
そ
れ
で
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
に

　

よ
っ
て（

（
（

そ
の
若
い
メ
デ
ュ
ー
サ
は（

（
（

　

ぼ
く
の
分
別
を
失
わ
せ
た
の
だ
！

あ
る
顔
が
、〈
恋
す
る
人
た
ち
〉
を
誰
も
殺ス

レ
イ害

し
た
こ
と
は
な
い
が
、

支
配
力
を
欲
し
が
っ
て　

尊
大
な
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

〈
粧
し
屋
〉
は
誰
も
が
じ
ろ
じ
ろ
見
る
だ
ろ
う
か
ら

眠
っ
て
い
る
〈
王
族
〉
を
。

し
か
し
彼
女
は
（
美
し
い
〈
暴
君
〉
！
）
嫌
が
る
の
だ

見
詰
め
て
お
き
な
が
ら
罰
を
受
け
な
い
者
が
い
る
な
ん
て
。

彼
女
の
慎
重
な
〈
厳
し
さ
〉
は
勇
気
を
振
っ
て
耐
え
て

蔑
む
の
だ　

ひ
い
ひ
い
泣
く
涙
の
策
略
を
、

あ
る
い
は
溜
息
を
、
あ
の
偽
の　

悲
し
み
の
武
器
〈
一
切
〉
を
、

そ
れ
は
殺キ

すル

も
の
で
は
な
く　

安
堵
を
も
た
ら
す
も
の
だ
。

ま
た　

こ
う
い
う
〈
苦
難
〉
の
際
、
唯
一
人
で

い
る
の
は　

君
の（

（
（

辛
い
宿フ

エ

命イ
ト

で
は
な
い
、

や
っ
て
は
来
た
も
の
の
去
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
ぼ
く
は

tate01_morita.indd   10 2013/05/29   11:32:24



11

唯
じ
っ
と
見
て
い
る
だ
け
で
苦
し
め
ら
れ
る
の
だ
か
ら
。

　

彼
女
の
額
か
ら
足
ま
で
注
目
し
よ
う

あ
ら
ゆ
る
魅
力
に
富
む
〈
恋
人
た
ち
〉
が
そ
う
し
よ（

（
（

う
と
し
て
そ
こ

　
　

に
い
る
。

〈
頭
〉
は
、〈
機
智
〉
が
風
変
り
な
物
語
の
中
で

翳
ら
せ
た　

あ
る
い
は
豊
か
な
色
彩
を
使
っ
て

画
筆
が
真
物
を（

（
（

真
似
て
描
い
た

あ
の
あ
ら
ゆ
る
栄
光
で　

飾
ら
れ
て
い
た
。

　

彼
女
の
〈
髪
〉
は
奇
妙
な
〈
髷（

（
（

〉
に

〈
結
い
上
げ
〉
ら
れ
て　

絹
の
〈
網
〉
の
よ
う
に
み
え
た
が

そ
れ
で
（
彼
は
〈
成
り
行
き
任
せ

（
（
（

〉
だ
っ
た
か
ら
）

〈
愛
〉
の
〈
神（

10
（

〉
が
彼
女
を
虜
に
し
て

ひ
ど
く
陽
気
な
〈
翼
〉
で
ば
た
ば
た
煽
っ
て

彼
女
の
髪
を
す
っ
か
り
〈
巻
き
毛
〉
に
し
〈
輪
〉
に
す
る
。

　

き
ら
き
ら
光
る
〈
星
々
〉
よ
ろ
し
く
彼
女
の
〈
両
眼
〉
は

見
詰
め
る
者
を
悉
く　

甚
だ
甘
美
な
光
へ
と
招
き
寄
せ
る
が

す
る
と
褐
色
の
ア
ー
チ
型
の
〈
雲
〉
が
二ふ

た

片ひ
ら

ば
か
り

上
に
現
れ
て
、
顔
を
顰
め
て
彼
ら
を
護
る
。

　

こ
う
い
う
彼
女
の
明
る
く
輝
く
〈
眼
〉
の
光
線
の
下
に

美
女
の
豊
饒
な
淡
紅
色
の
〈
寝
台
〉
が
横
た
わ
る
。

淡
紅
色
、
そ
れ
は
雷
光
の
よ
う
に
や
っ
て
く
る
が

見
詰
め
ら
れ
る
程
留
ま
っ
て
は
い
な
い
で

彼
女
の
〈
肌
〉
の
〈
百
合
の
花
〉
か
ら
去
っ
て
ゆ
く

今
ま
で
同
様
美
し
く
、
そ
し
て
走
り
続
け
る
、

白
い
昼
日
中
と
〈
深
紅
色
の
〉〈
暁
〉
と
が
交
わ
る（

11
（

、

素
早
い
（
艶
の
な
い
化
粧
を
蔑
む
）〈
挨
拶
〉
の
よ
う
に
。

　

ど
の
よ
う
な
〈
珊
瑚
〉
な
ら
彼
女
の
〈
唇
〉
に
譬
え
ら
れ
る
か
？

何
し
ろ
彼
女
の
は
温
か
で
ふ
く
よ
か
で
和
ら
い
で
震
え
て
い
る
の
だ
、

も
し
敢
え
て
〈
赤
い
色
〉
で
張
り
合
う
に
し
て
も

こ
ち
ら
の
は
生
き
て
い
る
が　

あ
ち
ら
の
は
死
ん
で
い
る
。

　

彼
女
の
粒
揃
い
の
〈
歯
〉（
上
、
下
）
は

〈
大
き
さ
〉
が
全
て
同
じ
で
〈
滑
ら
か
〉
だ
。

そ
こ
に　

隙
の
な
い
制
禦

（
12
（

と
畏
怖
の
下
に

（
そ
れ
こ
そ
〈
処お

と
め女

の
〉〈
暴
君
の
〉
法
な
の
だ
が
）

籠
に
入
れ
ら
れ
て
不
機
嫌
な
〈
ム
ネ
ア
カ
ヒ
ワ（

13
（

〉
の
よ
う
に
、
留
ま

　
　

っ
て
い
る
の
が

彼
女
の
〈
舌
〉
で
あ
り
、
強
力
な
呪
文
を
解
く
〈
鍵（

14
（

〉。

　

彼
女
の
〈
肌
〉
は
、
平
穏
で
明
る
い
せ
い
で
白
の
か
か
っ
た

濃
厚
な
紺
碧
を
示
す
時
の
天
国
の
よ
う
で
、

心
臓
な
ら
さ
こ
そ
と
思
わ
れ
る
よ
り
も
っ
と
柔
ら
か
な
感
触
で
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咲
き
開
い
た
ば
か
り
の
〈
薔
薇
〉
の
よ
う
に
甘
美
な
〈
息
づ
き
〉
ぶ

　
　

り
だ
。

　

こ
の
〈
岬
〉
と
〈
大
海
原
〉
と
の
間（

15
（

に
、

と
い
う
こ
と
は　

豊
饒
で
花
咲
き
充
ち
る
〈
平
原
〉
に　

横
た
わ
る

の
が
彼
女
の
美
し
い
〈
首
〉
で
、
肌
理
細
か
く
細
っ
そ
り
し
て
い
る
の

で　
（
穏
や
か
に
）
君
の
喜
ぶ
様
が
見
も
の
だ
が　

そ
れ
が
彼
女

（
16
（

を

　
　

屈
服
さ
せ
る
。

　

こ
れ
が
君
を
彼
女
の
〈
心
臓
〉
に
導
く
が
、
そ
れ
は
ぎ
ゅ
っ
と
摑

　
　

ま
れ
る
と

真
白
な
〈
寒
冷
紗

（
17
（

〉
の
〈
敷
布
〉
の
間
で
激
し
く
鼓
動
す
る
、

そ
れ
で
初
め
の
う
ち
は
大
い
に
悩
ん
で
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、

気
高
く
扱
わ
れ
て　

安
堵
す
る
に
到
る
。

　

こ
こ
で
新
雪
で
造
ら
れ
た
二
箇
の
〈
玉
〉
の
よ
う
な（

11
（

彼
女
の
〈
乳
房
〉
を　
〈
愛
〉
の
天
然
の
枕
が
育
て
る
、

そ
し
て
そ
の
各
々
か
ら
〈
薔
薇
の
芽
〉
が
〈
覗
き
出
る
〉
の
を

美
し
い
〈
幼
な
児
〉
が
吸
い
な
が
ら
、
眠
り
に
つ
く
。

さ
あ
、
ね
え
、
吾
が
〈
禁
欲
家

（
19
（

〉
さ
ん
、〈
美
人
〉
を

見
て
も
〈
優み

や
び雅
な
人
〉
に
逢
っ
て
も
悉
く
顰
め
面
を
し
て

汚
ら
わ
し
い　

と
叫
ぶ
な
ん
て
！　

尤
も
君
自
身
は
あ
ら
ゆ
る

粗
野
な
汚
れ
た
暗
礁

（
20
（

に
は
知
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
。

君
な
ら
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
？　

こ
の
よ
う
な
例
に
、

〈
甘
美
な
も
の
〉
と
至
福
に
充
ち
満
ち
た
例
に
、

姿
形
は
甚
だ
稀
な　
〈
魂
〉
は
大
い
に
豊
か
な
例
に
、

君
な
ら
誓
っ
て
み
せ
な
い
だ
ろ
う
か　

彼
女
は
魔
女
な
の
だ
と（

21
（

。

［
M
・
六
三
八
―
四
〇
］

訳
注

（
1
）　Fida　

リ
ュ
シ
マ
コ
ス
の
恋
人
、
全
体
の
虚
構
の
せ
い
で
ヴ
ォ
ー

ン
は
、
思
う
さ
ま
彼
女
を
賞
讃
で
き
る
［
R
A
・
六
六
五
］

フ
ァ
イ
ダ
は
、ブ
ラ
ウ
ン
の
『
ブ
リ
タ
ニ
ア
の
牧
歌
』（B

row
ne’ s 

B
ritannia’s Pastorals, i, 3, etc.

）
に
出
て
く
る
名
で
、「
忠
実
な
」

‘
faithful’

と
い
う
意
味
［
M
・
七
五
八
］

（
2
）　L

ysim
achus　

前
掲
作
訳
注
（
1
）
参
照
。

（
３
）　A

nd by C
upid

…stupid　

ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
次
の
一
節
と
比
較
の

こ
と
、「
私
は
愚
か
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
／
走
っ
て
キ
ュ
ー
ピ
ッ

ド
を
訪
れ
た
の
だ
か
ら
」（Jonson, “

H
ow he saw her”

5

―6

）

［
M
a
・
三
一
八
］

（
4
）　

M
edusa　

ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
女
性
ゴ
ル
ゴ
ン
三
姉
妹
の
一
人
。

そ
の
髪
は
く
ね
り
纏
わ
る
蛇
で
、
そ
れ
を
見
詰
め
た
者
は
皆
、
石

に
変
っ
た
。
ヴ
ォ
ー
ン
は
軽
い
気
持
で
フ
ァ
イ
ダ
の
美
し
さ
の
力

を
伝
え
る
の
に
採
用
し
た
［
同
］
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（
5
）　thy 

＝ L
ysim

achus’

［
R
A･

六
六
五
］

（
6
）　

to do’ t

＝ to‘
plague’

observers or the onlookers　

［
R
A
・
六
六
六
］　
「（
見
物
人
、
観
察
者
、
見
詰
め
る
人
々
を
）

懲
ら
し
め
る
」［
M
a
・
同
］

（
7
）　the true 
＝ the original　

実
際
の
「
頭
」、
現
物
［
M
a
・
同
］

（
1
）　curious Setts/ A

nd T
w

ists　
『
燧
石
』
所
収
の
「
マ
グ
ダ
ラ
の

マ
リ
ア
」［
小
考
（
四
）
14
］
一
七
―
一
八
行
目
、
髪
の
色
々
な
結

い
方
の
描
写
「
…
そ
の
玩
具
［
彼
女
の
髪
］
を
／
手
入
れ
し
て
〈
渦

巻
〉、〈
地
球
儀
〉、
艶
か
し
い
怒
り
〈
巻
き
髪
〉
に
結
っ
た
の
か
？
」

と
比
較
の
こ
と
。
婦
人
の
髪
は
恋
人
の
心
を
捕
え
る
罠
だ
と
い
う

認
識
［
R
A
・
同
］

（
9
）　
［play’ d at

］H
itt or M

iss 

＝ a country dance

「
田
舎
の
舞

踊
」［
同
］

「
運
を
天
に
任
せ
て
、
成
り
行
き
任
せ
で
、
投
げ
遣
り
に
、
で
た

ら
め
に
」‘ at random

; at haphazard; happy go lucky’ 

（O
E

D
 

hit v III 22 H
it or m

iss

）

（
10
）　T

he G
od of Love

…C
urls and R

ings　

こ
こ
か
ら
の
キ
ュ
ー

ピ
ッ
ド
の
描
写
は
、「
薔
薇
十
字
会
員
」（R

osicrucian

）［
十
七
世

紀
ド
イ
ツ
に
起
こ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
ま
っ
た
精
神
運
動
の
共
鳴

者
。
伝
説
上
の
人
物
ロ
ー
ゼ
ン
ク
ロ
イ
ツ
（R

osenkreuz

）
が
創

設
し
た
と
さ
れ
る
。
密
教
的
神
秘
主
義
の
面
と
当
時
の
改
革
的
思

想
の
面
と
を
合
せ
持
っ
て
い
た
］
の
大
気
の
精
を
強
く
示
唆
す
る

［
M
a
・
三
一
九
］

（
11
）　Like sw

ift Salutes

…C
rim

son M
orne

　「
挨
拶
」
と
は
「
接
吻
」

の
こ
と
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
「
ソ
ネ
ッ
ト
」
33
番
「
幾
た
び
も
見

て
き
た
も
の
だ　

輝
か
し
い
朝
が
…
／
黄
金
色
の
顔
で
緑
の
牧
場

に
接
吻
し
た
り
…
」、
あ
る
い
は
「
白
い
昼
日
中
」‘ a w

hite 
noon’

と
は
、
積
雲
で
曇
ら
さ
れ
た
「
昼
日
中
」
で
、
ヴ
ォ
ー
ン

は
、
早
朝
の
鈍
い
赤
色
が
過
ぎ
去
っ
て
か
ら
真
昼
の
炎
え
立
つ
白

い
光
に
呑
み
込
ま
れ
る
ま
で
の
、
太
陽
光
線
の
状
態
を
考
え
て
い

る
［
R
A
・
同
］

（
12
）　close restraint

…T
yrant law　

処
女
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
れ
を

奪
い
取
り
た
い
志
望
者
を
「
隙
の
な
い
制
禦
」
下
に
お
い
て
「
畏

怖
」
さ
せ
る
故
に
、
暴
君
性
を
帯
び
て
い
る
［
R
A
・
同
］

（
13
）　

Linnet

　
ア
ト
リ
科
ベ
ニ
ヒ
ワ
属
の
小
型
の
鳴
鳥
。
こ
の
直
喩
の

要
点
は
、
こ
の
鳥
が
歌
を
う
た
う
鳥
だ
と
い
う
こ
と
［
同
］

（
14
）　the K

ey to potent spells　

強
力
な
魅
惑
の
源
で
あ
る
そ
の
婦

人
の
声
を
開
け
閉
め
す
る
鍵
が
、
そ
の
舌
［
M
a
・
三
一
九
］

四
五
行
目
の　‘

H
er equal Teeth’　

か
ら
こ
こ
ま
で
、
次
と

比
較
の
こ
と
。「
あ
な
た
が
閉
ざ
す
唇
は
ど
う
し
て
も
同
意
／
し
よ

う
と
す
る　

そ
の
舌
の
監
禁
に
」（C

leveland, “
To M

rs. K. T.”

）

「
そ
の
〈
舌
〉
は
、
も
し
〈
歯
〉
の
垣
根
を
壊
せ
ば
／
他
の
人
々

に
恥
を
か
か
せ
、
自
ら
の
〈
破
滅
〉
を
語
る
こ
と
に
な
ろ
う
」

（R
andolph, “

N
ecessary O

bservations”

）［
同
］

当
代
の
他
の
詩
人
た
ち
に
類
似
の
イ
メ
ー
ジ
、
表
現
、
発
想
が

み
ら
れ
る
こ
と
の
指
摘
は
、
読
者
に
は
有
難
い
。
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（
15
）　B

etw
ixt this H

ead-land and the M
ain　

彼
女
の
頭
か
ら
胴

ま
で
［
同
］

（
16
）　her 
＝ the neck （
前
行
の
）［
R
A
・
六
六
六
］

「
首
」
が
彼
女
全
体
を
表
す
〈
提
喩
〉
で
あ
る
こ
と
を
自
ず
か
ら

示
し
て
い
る
。

（
17
）　

Law
n　

無
地
ま
た
は
捺
染
し
た
極
く
薄
地
の
リ
ン
ネ
ル
、
も
し

く
は
木
綿
布
。

（
11
）　H

ere like tw
o B

alls
…sleeps　

こ
こ
か
ら
の
こ
の
四
行
、「
彼

女
の
胸
は
（
美
人
の
玉
座
が
ぴ
っ
た
り
の
場
所
だ
が
）
／
愛
と
悦

び
が
居
座
る
二
個
の
球
体
を
保
ち
／
そ
れ
は
二
個
の
華
麗
な
丸
い

ル
ビ
ー
を
頭
に
戴
い
て
／
雪
か
ら
生
え
て
き
た
気
紛
れ
な
薔
薇
の

芽
の
よ
う
に
み
え
る
」（H

errick,“
T
he D

escription of a W
o

m
an”

）
参
照
［
M
a
・
三
二
〇
］

（
19
）　m

y Stoic 

一
、
リ
ュ
シ
マ
コ
ス
を
指
す
だ
ろ
う
［
H
・
八
八
］

二
、
そ
う
で
は
な
く
、
一
般
に
禁
欲
的
な
精
神
の
人
。
こ
の
行
ま

で
の
主
題
の
「
大
胆
な
」
展
開
を
半
ば
気
紛
れ
に
正
当
化
す
る
も

の
［
M
a
・
三
二
〇
］

三
、
愛
と
美
へ
の
無
関
心
を
公
言
し
た
禁
欲
的
な
哲
学
者
た
ち　

［
R
A
・
六
六
六
］

一
、
の
リ
ュ
シ
マ
コ
ス
で
、
二
、
と
三
、
を
代
表
さ
せ
て
い
る
。

そ
う
い
う
作
品
だ
か
ら
、
こ
の
詩
は
大
変
面
白
い
の
で
あ
る
。

（
20
）　shelfe　

不
注
意
な
水
夫
を
待
ち
伏
せ
す
る
、
水
面
下
に
隠
れ
て

い
る
砂
堆
。
譬
喩
と
し
て
、
罠
に
か
け
る
よ
う
な
も
の
。
ベ
ン
ロ

ウ
ズ
の
「
そ
れ
故
君
を
思
慮
に
欠
け
る
そ
の
よ
う
な
悪
徳
の
砂
堆

か
ら
脇
へ
逸
ら
す
た
め
に
」（B

enlow
es, T

heophila

の
序
文
［
一

六
五
二
］）
参
照
［
R
A
・
同
］

（
21
）　Say now m

y Stoic

…she is a w
itch　

こ
の
最
後
の
八
行
、
ハ

ビ
ン
グ
ト
ン
の
「
禁
欲
家
は
、
安
易
な
情
熱
を
悉
く
避
け
る
の
で

／
彼
な
ら
聞
け
そ
う
だ　

彼
ら
の
眼
の
言
葉
を
／
異
端
の
者
た
ち

が
彼
の
信
仰
か
ら　

彼
の
宗
派
の
／
教
義
を
取
り
去
り
、
愛
を
実

践
す
る
だ
ろ
う
時
」（H

abington “
To C

astara, U
pon the 

m
utual love of their M

ajesties”

）
と
比
較
の
こ
と
［
M
a
・
同
］

こ
の
作
品
は
、
と
マ
リ
ラ
は
言
う
、
ヴ
ォ
ー
ン
の
通
常
の
詩
の
書

き
方
と
は
殆
ど
全
く
異
な
っ
て
お
り
、
主
題
が
単
に
慣
習

（C
onventionality

）
に
依
っ
て
い
る
こ
と
と
、
形
式
の
軽
さ

（lightness of form

）
の
点
で
彼
の
愛
の
詩
の
大
半
か
ら
も
掛
け
離

れ
て
い
る
と
。
そ
し
て
、王
党
派
詩
人
（C

avalier Poets

）［
チ
ャ
ー

ル
ズ
一
世
の
宮
廷
に
集
っ
た
一
群
の
英
国
詩
人
、H

errick, C
arew,  

Lovelace, Suckling, etc.

］
の
流
れ
へ
の
ヴ
ォ
ー
ン
の
興
味
を
反
映
す

る
も
の
で
、
彼
が
『
燧
石
』
の
序
文
（
一
六
五
五
年
）
で
後
悔
す
る

よ
う
に
述
べ
た
自
ら
の
「
最
大
の
愚
行
」（greatest follies

）（［
小

考
（
四
）
23
］）
の
見
本
か
と
［
M
a
・
三
一
七
―
一
八
］。

マ
リ
ラ
に
ず
い
分
低
い
評
価
を
さ
せ
た
要
因
（
彼
の
見
解
ど
お
り
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だ
と
し
て
）
そ
の
も
の
が
、
筆
者
に
は
彼
の
と
は
真
反
対
の
評
価
を

さ
せ
る
。
ヴ
ォ
ー
ン
は
、
彼
ら
し
く
な
い
と
マ
リ
ラ
に
見
做
さ
れ
る

よ
う
な
書
き
方
も
現
に
出
来
た
詩
人
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が

ヴ
ォ
ー
ン
ら
し
さ

ヽ
ヽ
ヽ

で
あ
っ
て
、
イ
メ
ー
ジ
、
表
現
、
発
想
、
更
に
は

主
題
に
、
慣
習
に
依
っ
て
い
る
と
看
ら
れ
る
よ
う
な
部
分
が
仮
り
に

少
な
か
ら
ず
あ
る
（
と
は
筆
者
は
必
ず
し
も
見
做
さ
な
い
が
）
か
ら

と
い
っ
て
、
そ
の
作
品
全
体
ヽ
ヽ

が
慣
習
の
域
に
留
ま
る
わ
け
で
な
い
の

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

俗
謡
め
い
た
感
じ
を
惜
し
ま
ず
出
し
な
が
ら
、
一
二
行
目
の
「
殺

す
も
の
で
は
な
く
安
堵
を
も
た
ら
す
」「
そ
れ
」（
九
行
目
の
「
慎
重

な
〈
厳
し
さ
〉」）
も
備
え
た
フ
ァ
イ
ダ
の
（
そ
れ
も
、
リ
ュ
シ
マ
コ

ス
な
ら
、
と
い
う
と
こ
ろ
が
憎
い
な
あ
）「
魔
女
」
と
も
言
え
る

（
に
相
違
な
い
）
絶
大
な
魅
力
を
活
写
し
て
余
り
あ
る
、
諧
謔
と
諷

刺
の
香
料
を
振
り
か
け
た
軽
妙
な
名
品
で
は
あ
る
ま
い
か
。

マ
リ
ラ
自
身
も
、
語
句
に
施
し
て
く
れ
て
い
る
註
釈
（
訳
注
に
適

宜
紹
介
ず
み
）
か
ら
は
、
先
刻
の
総
括
の
評
言
ほ
ど
こ
の
作
品
を
、

低
く
評
価
し
て
い
る
と
は
み
え
な
い
け
れ
ど
。

こ
の
作
品
に
つ
い
て
ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
は
、『
燧
石
』
と
は
調
和
し

な
い
唯
一
の
詩
で
あ
り
、
ヴ
ォ
ー
ン
自
身
が
「
無
益
な
〈
詩
〉」

（idle Poem
s

）
だ
と
厳
し
く
非
難
し
た
（『
燧
石
』
の
序
［
M
・
三
八

八
］［
小
考
（
四
）
20
］）
も
の
の
例
と
見
做
し
た
せ
い
で
か
初
期
の
詩

集
か
ら
除
去
し
た
一
篇
だ
ろ
う
と
逑
べ
る
が
、
同
時
に
、
詩
人
が
自

ら
に
も
っ
と
自
由
を
認
め
よ
う
と
し
た
か
ら
だ
ろ
う
が
な
か
な
か
良

く
出
来
て
お
り
、
彼
の
他
の
愛
の
詩
よ
り
遥
か
に
生
気
に
満
ち
て
い

る
［
H
・
八
八
］
と
、
正
当
に
も
褒
め
て
い
る
。
こ
う
い
う
詩
も
書

け
た
作
者
だ
か
ら
、『
燧
石
』
を
生
み
出
せ
た
と
も
言
え
よ
う
。

続
い
て
、
フ
ァ
イ
ダ
が
も
う
一
篇
に
登
場
す
る
。

見
捨
て
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ダ

　
　

Fida forsaken

愚
か
だ
っ
た　

私
は
！　

血
を
信
ず
る
な
ん
て

立
派
な
こ
と
を
し
、
そ
れ
か
ら
最
善
を
果
し
て
膨
れ
上
っ
て
い
る
時

　
　

の
な
ど
の
を
、

そ
し
て
偽
物
、
忘
れ
っ
ぽ
い
人
間
な
ど
を
、

我
ら
の
真
物
の
〈
神
〉
以
上
に
〈
牧パ

神ン

〉
を
信
頼
す
る
な（

（
（

ん
て
、

あ
の
よ
う
な
膨
れ
上
り
は
浮
腫
に
ま
で
到
り
、

あ
れ
程
立
派
な
も
の
が　

こ
の
上
な
く
卑
し
い
も
の
に
向
か
う（

（
（

。

だ
か
ら
欺
か
れ
て
生
き
よ
う
！　

そ
し
て
フ
ァ
イ
ダ
よ　

そ
の
よ
う
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に
（
（
（

生
き
る
こ
と
で　

忠
節
を
無
効
に
し
よ
う
。

何
故
な
ら
間
違
っ
た
生
き
方
で
賢
く
な
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
か
ら
、

そ
の
一
方
死
は
、
こ
れ
見
よ
が
し
の
〈
不
正
行
為
〉
を
窒
息
さ
せ
、

欠
陥
の
あ
る
も
の
を
篩
い
分
け
て　
〈
窓ブ

ラ
イ
ン
ド

の
鎧
戸
〉
で

最
も
値
打
ち
の
な
い
精
神
を
隠
す
の
だ
が
。

そ
れ
で
も
君
は　

隠
す
の
に
出
来
る
限
り
の
こ
と
を
す
る
が
い
い

劣
っ
た
樹
の
果
実
は　

見
つ
け
ら
れ
る（

（
（

だ
ろ
う

最
初
は
彼
の
暗
い
心
の
中
で
、
今
度
は
忌
々
し
く
も

彼
の
顔
の
中
で
生
じ
た
あ
の
悪
辣
な
罪
の
せ
い
で
、

そ
れ
で
あ
の
、
生い

の
ち命

が
棲
ん
で
い
る
筈
の
〈
眼
〉
が
、

〈
死
〉
と
〈
地
獄
〉
の
穴
の
よ
う
に
み
え
る
の
だ
。

血
は
、
そ
の
豊
か
な
紫
色
が　

ム
ー
ア
人（

（
（

の
中
に
在
る

信
頼
を
示
し
て
確
認
す
る
と　

彼
の
中
に

心
の
真
暗
闇
を
顕あ

ら
わに

示
し
、

〈
イ
ン
ク
〉
に
変
身
し
て
彼
の
信
義
心
の
無
さ
を
書
こ
う
と
す
る
。

唯
、
血
の
付
い
た
彼
の
唇
は
赤
く
み
え
る
が
、

ま
る
で
彼
ら
が
言
っ
た
こ
と
を
恥
じ
て
い
る
み
た
い
だ
。

そ
れ
か
ら
、
彼
は
黒
ず
ん
だ
肌
の
持
ち
主
な
の（

（
（

で

自
ら
の
内
部
の
地
獄
の
影
が

彼
を
も
は
や
光
に
晒
さ
な
い
の
だ
、

し
か
し　

君
自
身
の
〈
墓
碑
銘
〉
は
こ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

こ
こ
に　

破
裂
し
て　

逝
っ
て　

顧
み
ら
れ
る
こ
と
な
く

横
た
わ
る
は　

フ
ァ
イ
ダ
の
心
臓
！　

お
お
十
分
に
報
わ
れ
た（

（
（

！

［
M
・
六
四
〇
―
四
一
］

訳
注

（
1
）　To trust

…Pan　

牧
神
の
パ
ン
は
、
森
、
牧
場
及
び
家
畜
の
群

の
神
な
の
で
、
フ
ァ
イ
ダ
が
元
来
、
田
園
の
娘
で
あ
る
こ
と
を
示

す
。
こ
こ
ま
で
の
意
味
、「
私
は
純
朴
な
生
活
の
素
晴
ら
し
さ
を
過

小
評
価
し
て
、
最
善
と
世
間
で
目
立
つ
こ
と
と
を
結
び
つ
け
て
愚

か
だ
っ
た
」。

作
者
は
、
デ
ズ
デ
モ
ー
ナ
の
次
の
皮
肉
な
明
言
を
心
に
浮
べ
て

い
た
か
も
知
れ
な
い
。「
私
の
心
は
／
夫
の
人
柄
そ
の
も
の
に
ま
で

圧
倒
さ
れ
た
の
で
す
／
私
は
オ
セ
ロ
ー
様
の
心
の
中
に
そ
の
全
貌

を
見
て
／
そ
の
徳
と
勇
気
に
／
私
の
魂
と
運
命
を
捧
げ
ま
し
た
」

（『
オ
セ
ロ
ー
』
Ⅰ
・
ⅲ
・
二
五
一
―
五
五
）［
M
a
・
三
二
一
］

（
2
）　A

nd m
eanest things

…bend　

強
力
な
人
々
は
卑
し
い
さ
も
し

い
誘
惑
に
よ
っ
て
不
信
心
に
導
き
入
れ
ら
れ
る
［
R
A
・
六
六
七
］

（
3
）　by / T

hat life destroy fidelity　

君
の
例
に
よ
っ
て
他
の
人
々
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に
忠
節
を
思
い
留
ま
ら
せ
る
［
同
］

（
4
）　A bad trees fruit w

ill be descri’ d　
「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」

7
・
11
、
20
「
良
い
木
は
悪
い
実
を
結
べ
な
い
し
、
悪
い
木
は
良

い
実
を
結
べ
な
い
。
こ
う
し
て
、
そ
の
実
に
よ
っ
て
あ
な
た
方
は

彼
ら
を
見
分
け
る
」
参
照
。
尚
、‘ descri’ d’

は
一
六
七
八
年
版
で

は
、‘ describ’ d’

に
な
っ
て
い
た
も
の
。［
G
M
］
の
提
案
に
よ

る
校
訂
で
底
本
に
な
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
で
前
行
末
の
、‘ hide’

と
押
韻
す
る
し
、
文
脈
上
も
妥
当
に
な
る
［
M
a
・
同
］［
R
A
・

同
］

（
5
）　B

loud

…at the heart　

こ
こ
か
ら
の
こ
の
三
行
。
血
の
赤
は
、

ム
ー
ア
人
に
あ
っ
て
さ
え
誠
実
の
証
だ
が
、
フ
ァ
イ
ダ
を
裏
切
る

者
に
あ
っ
て
は
ま
さ
に
そ
の
血
が
真
黒
に
変
っ
て
い
る
［
R
A
・

同
］ム

ー
ア
人
の
中
の
誠
実
さ
を
示
し
、
そ
の
証
拠
を
挙
げ
る

［
M
a
・
三
二
二
］

（
6
）　T

hen, since he w
ears

…Fida’ s heart　

こ
こ
に
み
ら
れ
る
の

は
、
悲
劇
の
状
況
に
屈
し
て
悲
嘆
の
余
り
死
の
う
と
い
う
理
屈
に

叶
っ
た
「
決
意
」
だ
が
、
こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
不
実
な
ム
ー
ア
人

の
「
あ
の
悪
辣
な
罪
」
を
強
調
し
て
い
て
そ
れ
を
最
高
点
に
も
っ

て
ゆ
こ
う
と
す
る
決
心
の
、
劇
的
な
逆
転
で
あ
る
［
M
a
・
同
］

（
7
）　

O
 w

ell rew
arded　

こ
れ
は
勿
論
、
甚
だ
ア
イ
ロ
ニ
ー
に
満
ち
て

い
る
［
同
］

こ
の
八
音
節
詩
行
二
行
連
句
の
六
行
詩
五
連
の
詩
は
、
ヴ
ォ
ー
ン 

に
よ
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
オ
セ
ロ
ー
』
論
だ
、
と
い
う
マ
リ
ラ

の
見
解
は
瞠
目
に
値
い
し
よ
う
。
マ
リ
ラ
は
逑
べ
る
。
こ
れ
は
デ
ズ

デ
モ
ー
ナ
の
死
を
想
像
力
を
駆
使
し
て
描
い
た
も
の
で
、
オ
セ
ロ
ー

の
性
格
を
厳
し
く
非
難
し
た
も
の
で
も
あ
ろ
う
と
。
そ
し
て
、
こ
の

詩
を
そ
の
よ
う
に
み
る
と
、
ヴ
ォ
ー
ン
に
は
、
こ
の
劇
の
哲
学
上
の

暗
示
が
は
っ
き
り
分
ら
な
か
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
、
誤
り
を
免
れ
難

い
人
間
性
に
対
す
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
寛
大
な
態
度
は
共
有
で
き

な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
し
、
ヴ
ォ
ー
ン
は
オ
セ
ロ
ー
の

犯
罪
を
全
く
見
下
げ
果
て
た
性
格
の
行
為
だ
と
見
做
し
て
い
た
よ
う

だ
と
も
。

こ
の
詩
は
、
フ
ァ
イ
ダ
の
死
を
絶
望
か
ら
の
自
発
的
な
逃
避
と
し

て
描
き
、
彼
女
の
悲
劇
を
、
彼
女
を
滅
ぼ
し
た
不
実
を
非
難
す
る
評

釈
だ
と
し
て
支
持
す
る
も
の
だ
と
言
う
マ
リ
ラ
は
、
こ
の
詩
は
フ
ァ

イ
ダ
の
独
り
言
と
し
て
読
ま
れ
る
べ
き
も
の
で
［
作
中
の
「
フ
ァ
イ

ダ
よ
」
は
自
ら
へ
の
呼
び
か
け
と
な
る
］、
全
篇
に
及
ぶ
劇
的
な
要
素

は
、
ヴ
ォ
ー
ン
の
詩
全
体
の
重
要
な
特
徴
を
示
し
て
い
る
と
看
る
。

マ
リ
ラ
は
こ
の
作
品
を
、
直
前
の
フ
ァ
イ
ダ
を
扱
っ
た
詩
と
は
異

な
っ
て
、
ヴ
ォ
ー
ン
の
成
熟
し
た
様
態
の
特
色
を
示
す
も
の
だ
と
、

高
く
評
価
す
る
。
こ
の
詩
が
フ
ァ
イ
ダ
の
独
白
な
ら
、
拙
訳
も
女
性
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の
言
葉
遣
い
に
調
子
を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
が
、
と
に
か

く
、
ヴ
ォ
ー
ン
の
『
オ
セ
ロ
ー
』
論
だ
と
こ
の
詩
を
看
る
マ
リ
ラ
の

見
解
（
以
上
［
M
a
・
三
二
〇
―
二
一
］）
は
貴
重
で
あ
り
、
幅
広
く

深
く
働
く
想
像
力
の
持
ち
主
と
し
て
の
ヴ
ォ
ー
ン
の
価
値
を
、
一
層

高
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
は
、
こ
の
作
品
は
作
者
の
実
際
経
験
に
基
づ
い
て

い
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
れ
を
「
何
か
分
け
が
判
ら
ず
、

魅
力
が
な
い
」‘ cryptic and unattractive’

（［
H
・
八
八
］）
と
言

う
の
は
戴
け
な
い
。
簡
単
に
こ
の
よ
う
な
評
言
で
片
づ
け
る
の
で

は
、
ヴ
ォ
ー
ン
の
優
れ
た
伝
記
作
者
に
し
て
は
、
文
芸ヽ
作
品
に
対
す

る
美
的
ヽ
ヽ

想
像
力
に
少
な
か
ら
ず
欠
け
る
、
と
み
ら
れ
て
も
致
し
方
な

か
ろ
う
。

ま
ず
、
リ
ュ
シ
マ
コ
ス
な
る
人
物
と
の
思
い
出
（「
著
者
も
共
に

ロ
ン
ド
ン
在
住
中
の
リ
ュ
シ
マ
コ
ス
ヘ
」）
に
よ
っ
て
、
存
在
を
幽

か
に
暗
示
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ダ
は
、
魔
女
と
呼
ば
れ
得
る
程
魅
力
溢
れ

る
姿
と
な
っ
て
鮮
明
に
浮
上
す
る
（「
フ
ァ
イ
ダ
、
即
ち
田
園
の
美

女
。
リ
ュ
シ
マ
コ
ス
ヘ
」）
が
、
続
い
て
こ
の
作
品
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
忽
ち
一
転
し
て
沈
ん
で
し
ま
う
。
こ
の
三
篇
は
三
幅
対
と
な
っ

て
、
人
間
の
運
命
に
つ
い
て
の
省
察
を
促
し
て
「
執し

念つ

深こ

い
運
命
、

カ
ン
ト
レ
フ
の
パ
ウ
エ
ル
博
士
に
向
け
て
書
か
れ
た
」［
続
小
考
（
七
）

33
―

42
］
と
呼
応
し
、
ま
た
、
フ
ァ
イ
ダ
な
る
女
性
の
登
場
に
よ
っ

て
、
既
に
看
た
〈
ア
モ
レ
ッ
ト
詩
篇
〉［
続
小
考
（
四
）
1
―

40
］
及

び
〈
エ
テ
シ
ア
詩
篇
〉［
続
小
考
（
三
）
25
―

35
］
と
相
い
呼
び
合
う
。

微
妙
巧
妙
な
構
成
を
然
り
げ
な
く
誇
る
詩
集
『
タ
レ
イ
ア
ー
』

は
、
次
に
ひ
ょ
い
と
、
あ
の
、
文
学
仲
間
の
オ
リ
ン
ダ
、
こ
の
詩
集

の
冒
頭
部
に
四
篇
並
ぶ
ヴ
ォ
ー
ン
讃
歌
の
一
番
手
（［
M
・
六
一
七
―

一
八
］
そ
の
拙
訳
は
［
続
小
考
（
二
）
45
―

47
］）
の
作
者
へ
の
、

ヴ
ォ
ー
ン
の
讃
歌
「
無
双
の
オ
リ
ン
ダ
の
編
集
者
へ
」（「
続
小
考

（
三
）
11
―

20
」
で
紹
介
ず
み
）
が
収
録
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
次
に
、

短
い
が
、
八
音
節
詩
行
二
行
連
句
の
一
六
行
が
現
れ
る
。

ト
レ
ヴ
ァ
ー
判
事
の（

（
（

悲
嘆
極
ま
り
な
い
突
然
の
訃
に
接
し
て

U
pon sudden new

s of the m
uch lam

ented death of
Judge Trevers

〈
学
識
〉
と
〈
法
律
〉
で
あ
る
あ
な
た
の
〈
生
涯
〉
は
終
っ
た
、

あ
な
た
の
仕
事
も
ま
た
、
あ
な
た
が
去
っ
て
し
ま
う
な
ん
て
！

ト
レ
ヴ
ァ
ー
、
あ
な
た
を
愛
し
て
い
た
の
に
、
こ
こ
か
ら
飛
び
去
っ

　
　

た
、

そ
れ
で
〈
正
義
〉
は
、
長
ら
く
〈
病
ん
で
〉
い
た
が
、
死
ん
で
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し
ま
っ
た（

（
（

。

ト
レ
ヴ
ァ
ー
！　

あ
な
た
の
貴
重
な
羨う

ら
やま

れ
て
い
た
部パ

ー
ト分

と
い
え
ば

賢
明
に
し
て
且
つ
人
を
引
き
つ
け
る
心
だ
っ
た
の
で

そ
の
爽
快
で
丁
寧
な
言
葉
遣
い
だ
っ
た
ら　

動
か
せ
た
だ
ろ
う

韃
靼
人

（
（
（

や
ゴ
ー
ト
人（

（
（

も　

こ
の
上
な
く
気
高
い
愛
へ
と
。

　

大
胆
な
〈
悪
徳
〉
と
無
知
が

（
（
（

　

今
や
ず
う
ず
う
し
く
振
る
舞
い
、

（
灰
色
の
グ
ロ
ー
ト
銀
貨

（
（
（

の
よ
う
に
）
ま
か
り
通
る
、
罅
割
れ
て
、

そ
の
間　

賢
人
の
あ
の
唇
は
黙も

だ

し
て
冷
た
い
ま
ま
な
が
ら
、

あ
な
た
の
言
葉
は　

十
分
に
吟
味
さ
れ
試
練
に
耐
え
た
黄
金
だ
。

お
お　

ど
れ
程　

奥
床
し
い
欲
望

（
（
（

に
と
っ
て

純
粋
な
〈
光（

（
（

〉
は
愚
か
し
い
火（

（
（

と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
！

し
か
し
汚
ら
し
い
〈
澱
〉
は
〈
葡
萄
酒
〉
よ
り
長
保も

ち
す
る
が
、

〈
日
没
〉
後
に
〈
ツ
チ
ボ
タ
ル（

10
（

〉
は　

光
り
輝
く
の
だ
。

［
M
・
六
四
二
］

訳
注

（
1
）　

グ
ロ
サ
ー
ル
の
考
証
（G

rosart, ii. 231

）
以
来
、
他
の
人
物
が

二
人
ほ
ど
挙
っ
て
き
た
が
、
ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
の
次
の
同
定
が
殆
ど

確
実
［
M
a
・
三
二
四
］

一
六
六
一
―
六
七
年
（
死
去
）
ま
で
ブ
レ
ッ
ク
ノ
ッ
ク
の
巡
回

陪
席
判
事
（Puisne 

［pjú: ni

］Judge

）
を
勤
め
た
ア
ー
サ
ー
・

ト
レ
ヴ
ォ
ー
（A

rthur T
revor

）
で
、「
国
教
会
と
王
に
忠
誠
を
尽

し
た
せ
い
で
苦
難
を
被
っ
た
人
々
の
一
人
で
あ
る
テ
ン
プ
ル
法
学

院
［
ロ
ン
ド
ン
に
あ
っ
た
四
法
曹
学
院
の
一
つ
］
の
判
事
。
最
近

突
然
死
去
し
た
」
と
し
て
、
デ
イ
ヴ
ィ
ド
・
ロ
イ
ド
の
『
回
想
録
』

（D
avid Lloyd’ s M

em
oires

）
に
名
が
出
る
［
H
・
二
一
七
―
八
］

標
題
の‘

 T
revers ’

＝ T
rever’ s

［
M
a
・
同
］

（
2
）　

R
ight, w

hich long lay Sick, is dead　
「
正
義
」
を
体
現
し
て

い
た
ト
レ
ヴ
ァ
ー
判
事
の
死
を
悼
む
こ
と
で
、
作
者
の
現
在
の
思

い

―
王
政
復
古
後
も
、
そ
れ
に
先
立
つ
二
〇
年
間
の
政
治
の
大

変
動
に
よ
っ
て
起
っ
た
こ
の
国
の
倫
理
・
精
神
上
の
大
規
模
な
堕

落
か
ら
の
「
贖
い
」
が
殆
ど
見
ら
れ
な
い

―
が
表
明
さ
れ
て
い

よ
う
［
M
a
・
同
］

（
3
）　

T
artars 

タ
タ
ー
ル
族
。
主
に
モ
ン
ゴ
ル
系
・
ト
ル
コ
系
諸
部
族

の
総
称
。
中
世
に　

G
enghis khan

（
成
吉
思
汗
、1162

?
―

1227

）　

に
率
い
ら
れ
て
ア
ジ
ア
と
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
半
を
席
捲

し
た
。
し
ば
し
ば
粗
暴
・
凶
暴
な
人
を
指
す
。

（
4
）　

G
oths　

三
―
五
世
紀
に
ロ
ー
マ
帝
国
領
内
を
侵
略
し
、
定
住
し

た
ゲ
ル
マ
ン
族
の
一
部
族
、
し
ば
し
ば
粗
野
・
野
蛮
な
人
を
指
す
。

（
5
）　

V
ice and blindness　

諸
悪
―
悪
意
に
よ
る
も
の
と
無
知
に
よ
る

も
の
［
M
a
・
三
二
五
］

（
6
）　

gray groat　

一
二
七
九
―
一
六
六
二
年
に
発
行
さ
れ
て
い
た
、

約
四
ペ
ン
ス
相
当
の
英
国
の
貨
幣
（
銀
貨
）。
ひ
び
入
り
の
こ
の
銀
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貨
は
、
無
価
値
な
も
の
を
表
す
譬
喩
と
し
て
一
般
に
使
わ
れ
た

［
F
・
三
九
二
］

こ
こ
の
主
旨
。
悪
徳
や
偏
見
が
今
や
美
徳
の
ふ
り
を
し
、
悪
貨

が
良
貨
と
し
て
流
通
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
道
徳
を
装
っ

た
悪
徳
と
い
う
観
念
は
、「
道
徳
劇
」
以
来
の
も
の
［
R
A
・
六
六

八
］「

道
徳
劇
」（M

orality Play

）、
一
四
―
一
六
世
紀
に
か
け
て
流

行
し
た
寓
意
形
式
の
劇
で
、
美
徳
、
悪
徳
、
強
欲
、
大
食
、
な
ど

が
擬
人
化
さ
れ
て
登
場
す
る
。

（
7
）　descreet desires

　
ヴ
ォ
ー
ン
が
愛
用
す
る
、
頭
韻
で
且
つ
一
種

の
「
撞
着
語
法
」（oxym

oron

）。

（
1
）　pure Light　

四
行
目
の‘

R
ight’

あ
る
い
は
ト
レ
ヴ
ァ
ー
の
よ

う
な
法
曹
［
M
a
・
同
］

（
9
）　foolish fires　

九
行
目
の‘

V
ice and blindness’
あ
る
い
は
ト

レ
ヴ
ァ
ー
と
は
違
う
詐
欺
師
［
同
］

（
10
）　

G
low

orm
s　

ツ
チ
ボ
タ
ル
の
小
さ
い
光
は
、
日
没
に
し
か
目
に

見
え
な
い
［
R
A
・
六
六
八
］

『
燧
石
』
所
収
の
名
作
「
夜
」［
小
考
（
七
）
35
―

40
］
二
行
目
に

「
あ
の
聖
な
る
覆
い
、〈
ツ
チ
ボ
タ
ル
〉
が
輝
い
て
〈
月
〉
の
面
を

照
ら
す
時
の
よ
う
に
」
と
出
て
く
る
。
同
［
小
考
］
四
〇
ペ
ー
ジ

の
、
そ
の
象
徴
に
つ
い
て
の
説
明
参
照
。

「
夜
」
の
あ
の
箇
処
。
ツ
チ
ボ
タ
ル
は
月
の
光
を
反
射
す
る
こ
と

で
光
る
が
、
そ
れ
は
、
人
間
の
精
神
は
キ
リ
ス
ト
の
光
を
反
射
す

る
こ
と
で
輝
く
よ
う
に
、
と
言
い
た
い
の
だ
ろ
う
［
R
A
・
六
二

七
］十

七
世
紀
に
は
、「
ツ
チ
ボ
タ
ル
」
を
譬
喩
に
使
う
と
、
し
ば
し

ば
人
間
を
軽
蔑
す
る
も
の
だ
っ
た
とO

E
D

は
記
録
す
る
が
、

ヴ
ォ
ー
ン
は
そ
の
よ
う
な
慣
習
を
拒
む
の
が
特
色
だ
［
R
A
・
同
］

「
詩
篇
」
22
・
6
「
私
は
虫
で
あ
っ
て
人
間
で
は
な
い
」
参
照

［
同
］

「
ツ
チ
ボ
タ
ル
」
を
直
喩
に
使
う
妙
味
は
、
人
間
を
虫
に
譬
え
る

紋
切
型
の
描
写
を
、
詩
の
主
な
心
象
に
溶
け
込
ま
せ
る
と
こ
ろ
に

あ
る
［
P
・
一
四
三
］

最
後
の
二
行
は
、
前
行
ま
で
の
二
つ
の
重
要
な
観
念
を
結
合
す

る
役
を
果
す
。
真
の
形
而
上
派
の
流
儀
で
、
作
者
は
哲
学
上
の
類

似
点
を
見
出
し
て
主
張
す
る
、「〈
悪
徳
〉
と
〈
無
知
〉」（「
汚
ら
し

い
〈
澱
〉」）
が
「
正
義
」（「
葡
萄
酒
」）
よ
り
長
保
ち
し
、「
純
粋

な
〈
光
〉」（「
日
没
」）
が
「
愚
か
し
い
火
」（
ツ
チ
ボ
タ
ル
）
に
席

を
譲
る
の
が
、〈
自
然
〉
に
同
調
す
る
こ
と
な
の
だ
と
［
M
a
・
三

二
五
］

「
C
・
W
殿
」［
続
小
考
（
七
）
23
―

30
］
訳
注
（
7
）
参
照
。

学
識
と
法
律
そ
の
も
の
と
し
て
正
義
を
体
現
し
て
い
た
知
人
の
判

事
を
、
日
没
後
に
し
か
、
い
や
、
日
没
後
に
こ
そ
、
眼
に
見
え
る
も

の
と
な
る
光
を
発
す
る
ツ
チ
ボ
タ
ル
に
譬
え
て
、
そ
の
死
を
悲
痛
し
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た
追
悼
詩
で
あ
る
。

以
上
の
五
篇
に
よ
っ
て
、『
タ
レ
イ
ア
ー
』
所
収
の
ヴ
ォ
ー
ン
の

自
作
詩
全
四
一
篇
の
拙
訳
が
終
っ
た
。

こ
の
詩
集
に
は
、
ヴ
ォ
ー
ン
の
作
品
が
始
ま
る
前
に
、
既
に
拙
訳

紹
介
ず
み
［
続
小
考
（
二
）
45
―

55
］
の
よ
う
に
、
作
者
の
知
友
四
人

そ
れ
ぞ
れ
に
よ
る
四
篇
の
〈
ヴ
ォ
ー
ン
讃
歌
〉
が
掲
載
さ
れ
て
い

た
。
そ
れ
は
三
作
目
の
詩
集
『
白
鳥
』
の
場
合
も
同
じ
で
、
作
者
の

作
品
の
露
払
い
の
如
く
、
三
人
の
友
人
に
よ
る
ヴ
ォ
ー
ン
ヘ
の
献
呈

詩
が
最
初
に
並
ん
で
い
た
。
そ
の
三
篇
も
出
現
順
に
み
て
お
き
た

い
。ま

ず
、
ト
マ
ス
・
パ
ウ
エ
ル
の
詩
。
彼
は
『
タ
レ
イ
ア
ー
』
で
も

冒
頭
部
に
、
作
者
を
讃
え
る
一
八
行
の
詩
「
彼
の
学
識
高
き
友
人
シ

ル
レ
ス
族
の
裔
び
と
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン
氏
の
巧
妙
な
詩
に
つ
い

て
」［
続
小
考
（
二
）
47
―

49
］
を
寄
せ
て
い
た
が
、
あ
の
詩
が
実
は
一

六
四
七
年
に
出
る
筈
の
『
白
鳥
』
へ
の
寄
稿
詩
だ
っ
た
の
で
あ
り
、

こ
の
詩
集
が
政
治
上
の
配
慮
で
出
版
が
遅
れ
た
た
め
に
、『
タ
レ
イ

ア
ー
』
に
回
さ
れ
、
そ
の
代
り
に
新
た
に
『
白
鳥
』
用
に
書
か
れ
た

の
が
こ
れ
だ
、
と
マ
リ
ラ
の
看
る
作
品
で
あ
る
［
M
a
・
一
六
〇
］。

こ
の
上
な
く
才
気
縦
横
の
双
生
児
兄
弟

エ
ウ
ゲ
ニ
ウ
ス
・
フ
ィ
ラ
レ
テ
ス（

（
（

と
以
下
の
詩
篇
の
作
者

に
つ
い
て

　

 U
pon the m

ost 

Ⅰngenious pair of  Tw
ins,

　

 Eugenius Philalethes, and the A
uthour of

these Poem
s

ど
の
〈
惑
星

（
（
（

〉
？　

君
た
ち
の
誕
生
を
支
配
し
た
の
は
。
ど
の
機
智

　
　

に
富
む
星
？

こ
れ
程
似
て
い
る
君
た
ち
と
き
た
ら
！ 〈
肉
体
〉 

同
様
〈
魂
〉
ま
で
。

こ
れ
程
共
に
似
て
い
れ
ば　

君
た
ち（

（
（

生
ま
れ
つ
い
て
い
る
よ
う
だ

あ
の
星
の
技
法
を
卑
俗
な
〈
誹
謗
〉
か
ら
解
き
放
つ
よ
う
に
と
。

私
の
疑
い
は
溶
け
、
こ
こ
か
ら
私
は
信
じ
始
め
る
、

君
た
ち
の
顔
だ
け
で
な
く
、
君
た
ち
の
才
智
が
〈
双
生
児
〉
だ
と
。

こ
の
潑
溂
た
る
〈
双
子
座

（
（
（

〉
は　

地
上
か
ら
昇
っ
て
ゆ
く
時

新
し
い
光
を
眼
の
鈍
っ
た
人
類
に
与
え
、

〈
星
の
〉
観
測
者
た
ち
に
教
示
し
彼
ら
の
〈
眼
〉
を
喜
ば
せ
る
の
だ

一
つ
の
〈
星
座
位
置
〉
を　
〈
大
空
〉
に
し
っ
か
り
据
え
て
。
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オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
T
・
パ
ウ
エ
ル　

［
M
・
三
六
］

訳
注

（
1
）　E

ugenius Philalethes　

ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン
の
双
生
児
の

弟
ト
マ
ス
の
筆
名
。

（
2
）　W

hat Planet

…B
odies are　

ヘ
ン
リ
ー
と
ト
マ
ス
は
そ
っ
く
り

の
双
生
児
だ
っ
た
と
い
う
貴
重
な
示
唆
。
知
ら
れ
る
限
り
、
こ
の

二
人
の
顔
つ
き
に
つ
い
て
の
同
時
代
の
証
拠
が
他
に
な
い
［
M
a
・

一
六
〇
］

（
3

）　

you seem
 born to free / T

he starrie art from
 vulgar 

C
alum

nie　

占
星
術
は
ま
だ
広
く
科
学
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た

も
の
の
、
懐
疑
主
義
者
た
ち
の
攻
撃
に
晒
さ
れ
始
め
て
い
た

［
R
A
・
四
六
七
］

（
4
）　

G
em

ini　

神
話
の
双
生
児
カ
ス
ト
ー
ル
と
ポ
ロ
ッ
ク
ス
（C

astor 
and Pollux

）
で
、
彼
ら
は
死
後
、
星
に
な
っ
て
大
空
へ
昇
ら
さ
れ

た
［
同
］

ヴ
ォ
ー
ン
家
の
双
生
児
兄
弟
を
知
悉
す
る
者
の
、
身
心
共
に
そ
っ

く
り
の
優
れ
た
二
人
を
簡
潔
に
讃
え
た
〈
露
払
い
詩
〉
で
あ
る
。
弟

の
ト
マ
ス
も
「
登
場
」
さ
せ
た
の
は
、
彼
も
こ
の
次
の
次
に
詩
を
寄

稿
し
て
い
る
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。

六
行
と
四
行
の
二
連
か
ら
成
る
一
〇
音
節
詩
行
二
行
連
句
一
〇
行

の
小
品
。
顔
だ
け
で
な
く
才
智
ま
で
双
生
児
だ
と
逑
べ
る
第
一
連
の

最
後
と
、
双
子
座
が
昇
天
す
る
時
、
大
空
に
星
座
位
置
を
定
め
る
と

い
う
、
第
二
連
の
最
初
と
最
後
の
行
の
、
総
計
三
行
が
、
一
一
音
節

に
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
友
人
に
よ
る
賞
讃
詩
が
掲
載
さ
れ
る
。

　

我
が
友
な
る
作
者
へ　

彼
の
以
下
の
詩
篇
に
つ
い
て

To m
y friend the A

uthor upon these his Poem
s

私
は
そ
れ
を
か
つ
て
我
が
怠
慢
と
呼
ん
だ（

（
（

、
夥
し
い
〈
書
物
〉
が

深
く
積
み
上
っ
て
い
る
時
代
に
、
私
に
一
ペ
ー
ジ
も
な
い
な
ん
て
？

し
か
し
取
り
消
し
て
誓
お
う　

つ
ま
し
い
〈
心
遣
い
〉
だ
っ
た
と

私
の
〈
ペ
ン
〉
を
つ
ま
ら
な
い
製
品
に
は
費
や
さ
ず
に

そ
れ
を
〈
逸
品
〉
に
す
べ
く
息
を
吹
き
込
ん
だ（

（
（

の
は
、
何
し
ろ
そ
の

　
　

強
力
な
輝
き

（
（
（

は

そ
の
奮
闘
者
に
報
い
て　

彼
を
洗
練
す
る
の
だ
か
ら
、

か
か
る
も
の
が
君
の
〈
詩
〉
な
の
だ
、
友
よ
、
君
が
書
き
出
し
て
以

来
私

（
（
（

に
は　

如
何
な
る
名
の
あ
る
人
に
も
、 

才
人
と
し
て
し
か
応
え

ら
れ
な
い
、
だ
か
ら
私
を
呻
か
せ
る
大
勢
の
中
で（

（
（
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私
の
だ
け
が
根
拠
な
き
〈
異
論
〉
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
、

と
い
う
わ
け（

（
（

で
私
は
議
論
す
る
の
だ　

屋
内
の 〈
主
人
〉 

の
代
り
に
、

戸
口
の
〈
鬚

あ
ご
ひ
げ〉

に（
（
（

敬
意
が
払
わ
れ
た
こ
と
〈
あ
っ
た
〉
の
か
と
？

誰
が
心（

（
（

に
留
め
よ
う
か
？　

気
乗
り
の
し
な
い
〈
案
内
人
〉
の

細
長
い
脚
や
空
ろ
な
眼
を
、
美
し
い 〈
貴
婦
人
〉 

が
傍
に
い
る
の
に
。

か
く
し
て
私
は
す
ら
す
ら
罪
を
犯
す

（
（
（

　

私
は
強
化
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
に　

私
の
保
護
を
〈
指
令
〉
す
る
手

の
近
く
で
、
そ
れ
で
君
は
な
る
の
だ　

私
に
と
っ
て

直
ち
に　

私
の
〈
主
題

（
10
（

〉
と
〈
安
全
確
保
〉
に
。

　
　
　
　

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
I
・
ロ
ウ
ラ
ン
ド
ソ
ン（

11
（

［
M
・
三
七
］

訳
注

（
1
）　I call’ d it

…a page　

冒
頭
の
二
行
を
換
言
す
る
と
「
執
筆
と
い

う
点
か
ら
測
っ
て
み
て
甚
だ
多
く
の
書
物
が
深
々
と
あ
る
よ
う
な

時
代
に
一
ペ
ー
ジ
も
書
か
な
か
っ
た
こ
と
を
私
は
怠
慢
だ
と
考
え

た
こ
と
が
あ
っ
た
」［
M
a
・
一
六
一
］

（
2
）　breath’ d it for a Prize　

息
を
吹
き
込
も
う
か
休
も
う
、
逸
品

に
出
来
る
よ
う
に
。〈
逸
品
〉
と
は
こ
の
詩
の
製
作
［
M
a
・
一
六

一
―
六
二
］

（
3
）　w

hose pow’ rfull shine

…and refine　

換
言
、「
そ
の
強
力
な
輝

き
は
奮
闘
者
で
あ
る
私
に
報
い
て
く
れ
る
と
共
に
私
を
洗
練
し
て

く
れ
る
」［
同
］

（
4
）　for since th’ hast w

rit

…any nam
e, but w

it　

換
言
「
君
が
大

変
有
名
な
作
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
今
で
は
、
人
々
は
私
を
君
と

の
繋
り
の
故
に
〈
才
人
〉
と
見
做
し
て
く
れ
る
」［
同
］

（
5
）　A

nd lest am
idst

…grone　

褒
め
る
よ
う
に
と
群
衆
が
圧
迫
す

る
こ
と
で
引
き
起
さ
れ
る
不
愉
快
を
示
す
、
従
っ
て
次
行
の
…

H
eresie alone 

ま
で
の
換
言
「
そ
う
い
う
主
張
を
す
る
私
の
詩
が

群
衆
に
よ
っ
て
真
実
を
辻
褄
の
合
わ
な
い
誤
っ
た
表
現
に
す
る
も

の
と
見
做
さ
れ
な
い
よ
う
に
」［
同
］

（
6
）　T

hus I dispute

…for Lord w
ithin　

意
図
さ
れ
て
い
る
平
行
関

係
は
明
ら
か
で
、〈
鬚
〉
が
〈
主
人
〉
と
の
結
び
つ
き
で
敬
意
を
払

わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
の
語
り
手
は
『
白
鳥
』
の
有
名
な
著
者

と
の
友
情
の
せ
い
で
尊
敬
さ
れ
る
と
い
う
主
旨
［
M
a
・
一
六
二
］

（
7
）　

B
eard

　‘ G
rey beard’

「
ご
ま
塩
ひ
げ
の
老
人
」
の
短
縮
形

［
M
a
・
同
］
な
ど
と
考
え
ず
と
も
、
勿
論
「
あ
ご
ひ
げ
」
な
る
身

体
の
一
部
で
そ
の
人
全
体
（
こ
の
場
合
、
屋
内
の
〈
主
人
〉
に
仕

え
る
召
使
い
）
を
表
す
提
喩
（synecdoche

）。

（
1
）　W

ho notes

…U
sher

…Lady by　

君
と
い
う
覆
い
隠
す
よ
う
な

存
在
が
あ
る
時
、
ど
う
し
て
私
が
注
目
さ
れ
る
の
を
期
待
で
き
よ

う
か
［
M
a
・
同
］

〈
案
内
人
〉
は
こ
の
詩
の
語
り
手
、〈
貴
婦
人
〉
は
『
白
鳥
』
の
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作
者
。

（
9
）　T

hus I sinne freely　

こ
こ
に
集
成
さ
れ
て
い
る
詩
の
作
者
か

ら
名
声
を
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
こ
と
で
「
私
」
は
「
罪
を
犯
す
」。

こ
う
い
う
表
現
は
、
こ
の
種
の
作
品
の
当
時
の
常
套
手
段
［
M
a
・

同
］。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
ヴ
ォ
ー
ン
も
「
賞
讃
詩
」
で

し
ば
し
ば
実
践
し
て
い
る
。

（
10
）　

Subject　

詩
の
「
主
題
」
と
、
こ
の
語
の
別
の
意
味
「
従
属
者
」

（
王
の
臣
下
）
と
の
地
口
［
M
a
・
同
］

（
11
）　

I. R
ow

landson O
xoniensis,　

お
そ
ら
く　

John or Jam
es 

R
ow

landson.　

共
に
一
六
三
〇
―
四
〇
年
に
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
の
ク
ウ
ィ
ー
ン
ズ
学
寮
に
在
籍
し
て
い
た
［
M
・
七
〇
四
］

訳
注
で
敢
え
て
紹
介
し
た
よ
う
な
マ
リ
ラ
に
よ
る
丁
寧
す
ぎ
る
ま

で
の
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
（
換
言
）
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
も
の

の
、
ヴ
ォ
ー
ン
を
讃
え
よ
う
と
す
る
詩
だ
け
に
、
同
じ
よ
う
に
面
白

い
譬
喩
を
唐
突
に
駆
使
す
る
込
み
入
っ
た
作
品
で
あ
る
。

全
て
一
〇
音
節
詩
行
二
行
連
句
の
一
八
行
の
詩
。

も
う
一
篇
、
弟
ト
マ
ス
が
、
兄
ヘ
ン
リ
ー
の
詩
に
つ
い
て
書
い
た

作
品
が
前
口
上
と
し
て
次
に
現
れ
る
。
弟
が
ど
の
よ
う
な
詩
を
書
い

た
か
を
垣
間
み
せ
る
貴
重
な
資
料
と
な
ろ
う
。
六
行
目
だ
け
が
一
一

音
節
で
あ
る
以
外
は
、
前
作
と
同
じ
詩
型
の
三
二
行
の
作
品
。

　
　

次
の
詩
篇
に　

U
pon the follow

ing Poem
s

私
は
こ
こ
に
は（

（
（

書
い
て
い
な
い
、
ま
る
で
あ
な
た
の
学
あ
る
大
勢
の

友
人
の
中
の
殿

し
ん
が
りに

な
る
み
た
い
に
、
あ
な
た
の
書
い
た
も
の
は
も
っ

　
　

と
多
い
と
知
ら
れ
て
い
る
、

彼
ら
な
ら
見
つ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う　

こ
の
こ
と（

（
（

を
教
え
ら
れ
れ
ば

報
酬
な
し
で
〈
詩
人
た
ち
〉
を
護
る
方
法
を
、

そ
し
て
あ
な
た
の
〈
版
〉
に
向
か
わ
せ
る
だ
ろ
う　
〈
都
市
〉
が

〈
市
長
〉
の
〈
請
願
〉
に
応
じ
て
差
し
出
す
程
多
く
の
手（

（
（

を

し
か
し　

あ
な
た
は
こ
れ
に
は
何
も
し
な
い
だ
ろ
う　

そ
れ
が
我
々

の
〈
礼
節
〉
と
い
う
よ
り
あ
な
た
の
〈
召
集

（
（
（

〉
に
な
っ
て
は
い
け
な

　
　

い
の
で
、

あ
な
た
は
〈
代ナ

イ

ツ
議
士
〉
が
す
る
よ
う
に
請
い
求
め
た
り
は
せ
ず（

（
（

〈
声（

（
（

〉
と
、〈
州
〉
の
賛
成
票
と
に
よ
っ
て
、〈
詩
人
〉
に
な
ろ
う
と

　
　

す
る
、

そ
れ
で
十
分
だ
っ
た
の
だ（

（
（

　

あ
な
た
の
〈
詩
神
〉
を
進
ま
せ
る
に
は

〈
松
葉
杖

（
（
（

〉
の
間
へ
と
、
い
や
、
そ
れ
は
我
々
の
〈
慈
善
〉
を
一
層

高
め
る
こ
と
に
な
り
そ
う
な
の
で　

我
ら
は
そ
れ
が
適
切
だ
と
思
え

　
　

ば
い
い

〈
国
家
〉
が
才
智
に
頼
っ
て
〈
病
院
〉
を
建
て
る
の
を
。
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し
か
し　

こ
こ
で
は
救
済
は
必
要
な
い
、〈
あ
な
た
〉
の
一
層
豊

　
　

か
な
〈
韻
文

（
（
（

〉
が

あ
ら
ゆ
る
〈
詩
人
た
ち
〉
を
創
り
出
す
の
で
、
た
だ
復
唱
す
れ
ば
い

　
　

い
の
だ
か
ら
、

そ
れ
で
彼
ら
は
、
自
ら
の
土
地
に
よ
っ
て
生
活
が
向
上
し
た
〈
小
作

　
　

人
〉
の
よ
う
に

判
る
限
り
あ
な
た
に
〈
使
用
料
〉
を
支
払
う
べ
き
な
の
だ
、

あ
な
た
は
あ
の
嘆
か
わ
し
い
〈
国（

10
（

〉
の
民
で
は
な
く

賛
意
を
至
福
の
〈
施
し
物
〉
に
し
て
示
す
が（

11
（

そ
の
寄
せ
集
め
覚
え
書（

12
（

は　

あ
ら
ゆ
る
点
で
の
〈
特
許
証

（
13
（

〉
だ
、

但
し
、〈
王
に
よ
る
〉
許
可
は
受
け
て
い
な
い
だ
け
の
こ
と
。

そ
う
い
う
掻
き
集
め
請
願

（
14
（

も
な
し
に
あ
な
た
は
出
掛
け
て
ゆ
く
の
だ

あ
な
た
特
有
の
価
値
で
〈
武
装
し
て
〉（
私
の
表
現
だ
が
）

だ
か
ら
友
人
た
ち
の
こ
う
い
う
騒
音
は
必
要
な
い
の
だ
、
我
々
が

書
く
の
は
愛
か
ら
で
あ
り　

あ
な
た
の
必
然
性
に
迫
ら
れ
て
で
は
な

　
　

い
の
だ
か
ら
、

し
か
も　

こ
の
陰
鬱
な
時
代
は
或
る
不
可
思
議
な

〈
詩
〉
へ
の
〈
嫌
悪

（
15
（

〉
に
取
り
憑
か
れ
て
い
る
、

そ
れ
で
も
私
は
思
っ
て
い
る
（
あ
な
た
の
空
想
は
大
変
楽
し
い
）

〈
清
教
徒

（
16
（

〉
は
あ
な
た
の
〈
改
宗
者
〉
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
、

そ
し
て
あ
な
た
の
炎
は　

一
た
び
戸
外
で
輝
く
と

あ
な
た
に　

あ
な
た
の
詩
行
と
同
じ
程
多
く
の
友
人
を
作
り
出
す
だ

　
　

ろ
う
と
。

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
エ
ウ
ゲ
ニ
ウ
ス
・
フ
ィ
ラ
レ
テ
ス

［
M
・
三
七
―
三
八
］

訳
注

（
1
）　here　

こ
の
詩
集
［
M
a
・
一
六
三
］

（
2
）　this　

こ
の
出
版
［
同
］

（
3
）　

hands　

労
働
者
、
及
び
読
者
を
表
す
提
喩
。
直
前
の
ロ
ウ
ラ
ン

ド
ソ
ン
の
詩
の
一
六
行
目
に
も
「
手
」［
単
数
］
が
使
用
さ
れ
る
。

（
4
）　T

hy M
uster　

自
ず
か
ら
寄
稿
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
書
き
手

が
自
ら
の
詩
集
の
た
め
に
己
へ
の
賞
讃
詩
を
集
め
た
も
の
。

（
5
）　T

hou w
ouldst not beg

…suffrage of the Shire　

州
の
代
議

士
志
望
者
（
議
会
で
州
を
代
表
す
る
自
由
土
地
保
有
者
に
よ
っ
て

選
出
さ
せ
る
）
が
請
願
す
る
こ
と
へ
の
言
及
。
そ
う
い
う
紳
士
た

ち
に
よ
っ
て
乞
い
求
め
ら
れ
た
得
票
と
、
詩
人
に
与
え
ら
れ
る
べ

く
し
て
の
自
由
な
賞
讃
と
を
、
ト
マ
ス
は
対
比
し
た
［
R
A
・
四

六
八
］

（
6
）　

Voice 

＝ vote

「
投
票
」［
M
a
・
一
六
三
］。
即
ち
、
読
者
の
声
。

（
7
）　T

hat w
ere enough

…an H
ospital for w

it　

こ
の
四
行
、
こ
の
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本
で
賞
讃
詩
を
請
い
求
め
た
り
す
る
の
は
、
自
ら
劣
っ
て
い
る
こ

と
を
暗
示
す
る
の
だ
か
ら
、
才
智
が
せ
い
ぜ
い
で
も
病
ん
で
し
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
だ
ろ
う
、
の
意
［
M
a
・
一
六
三
］

（
1
）　

C
rutches　

松
葉
杖
を
突
く
障
害
者
、
劣
っ
た
詩
人
の
譬
喩

［
M
a
・
同
］、
関
わ
り
の
あ
る
も
の
で
表
す
換
喩
（m

etonym
y

）。

こ
こ
か
ら
の
三
行
、
お
そ
ら
く
傷
病
兵
用
病
院
へ
の
言
及
だ
ろ

う
［
M
・
七
〇
四
］。
ト
マ
ス
も
ヘ
ン
リ
ー
も
医
師
。「
病
院
」
と

は
、
読
者
の
低
い
詩
心
・
鑑
賞
能
力
を
治
癒
し
て
高
め
る
所
、
場
、

雰
囲
気
、
の
譬
喩
と
な
ろ
う
。

（
9
）　T

hy richer Verse

…that can but reherse　

こ
の
二
行
の
換
言

「
あ
な
た
の
豊
か
な
韻
文
は
そ
れ
を
復
唱
で
き
る
だ
け
の
人
も
全
て

詩
人
に
し
て
し
ま
う
」［
M
a
・
一
六
三
］

（
10
）　that lam

entable N
ation　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
指
す
［
C
・

ⅱ
・
三
三
五
］

こ
の‘

N
ation’

は
「
国
家
」
を
指
さ
ず
、
当
時
普
通
だ
っ
た
別

の
意
味
の
「
あ
る
特
定
の
階
級
の
人
々
」［
M
a
・
一
六
三
―
六
四
］

へ
ぼ
詩
人
た
ち
の
い
る
国
、
の
意
。
彼
ら
の
韻
文
は
、
も
し
支

持
者
た
ち
が
公
に
賛
意
を
、
富
者
が
乞
食
に
施
し
を
す
る
よ
う
に

与
え
な
け
れ
ば
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
の
だ
か
ら
［
R
A
・
四
六

六
］

（
11
）　W
ho m

ake a blessed A
lm

s of approbation　

そ
の
請
願
は
、

人
に
、
自
分
の
好
意
の
籠
っ
た
反
応
を
施
し
を
す
る
よ
う
な
も
の

と
、
考
え
さ
せ
る
の
だ
［
M
a
・
一
六
四
］

（
12
）　

fardel-notes 

＝ collection notes　

こ
の
詩
の
作
者
ト
マ
ス
の

造
語
の
よ
う
だ
。‘ notes’ 

は
、詩
を
探
し
求
め
る
覚
え
書
［
M
a
・

一
六
四
］

他
の
も
の
を
包
み
込
む
も
の
に
な
り
そ
う（O

E
D

 fardel sb
1 3

）。　

賞
讃
詩
は
、
詩
の
版
の
た
め
の
窓
飾
り
（w

indow dressing

）
で

あ
る
［
R
A
・
四
六
八
］

（
13
）　

B
riefes 

＝ w
ritings issued by legal authority　

訴
訟
摘
要

書
、
弁
論
趣
意
書
な
ど
、
法
律
当
局
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
書
類

［
M
a
・
一
六
四
］

「
慈
善
の
た
め
特
定
の
も
の
を
教
会
に
集
め
る
こ
と
を
認
可
し
て

君
主
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
」
許
可
証
（O

E
D

 brief sb 3

）。
こ

れ
は
二
〇
行
目
の
「
施
し
物
」
の
概
念
を
運
び
込
む
。
前
口
上
の

詩
は
、
王
の
許
可
証
が
金
銭
を
乞
い
求
め
る
た
め
で
あ
る
よ
う
に
、

賞
讃
を
請
い
希
う
の
だ
［
R
A
・
同
］

（
14
）　

scrape-requests　

お
そ
ら
く
「
掻
き
集
め
ら
れ
た
請
願
」、
多
分

「
褒
め
ら
れ
な
い
理
由
な
の
に
賞
讃
を
請
い
求
め
る
振
舞
い
を
し
た

詩
人
た
ち
」。（O

E
D

 scrape v 10

）
で
は
こ
の
語
は
、
不
愉
快
な

人
々
を
軽
蔑
し
て
指
す
の
に
種
々
の
語
句
の
組
み
合
わ
せ
で
現
れ

て
い
る
［
R
A
・
同
］

（
15
）　

D
esam

our to 

＝ dislike of

［
同
］
／
最
初
の
『
詩
集
』
の
、
読

者
へ
の
言
葉
の
中
（［
M
・
２
］
四
―
五
行
目
）
で
も
、
ヴ
ォ
ー
ン

は
、
こ
の
時
代
が
詩
を
ど
れ
程
粗
略
に
扱
っ
て
い
る
か
と
述
べ
て

い
る
［
M
・
七
〇
四
］
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（
16
）　

Yet I suspect

…/ T
he Puritans w

ill turn thy Proselytes　

清
教
徒
は
概
し
て
、
如
何
な
る
場
合
も
、
文
学
の
理
想
を
促
進
し

た
り
は
し
な
か
っ
た
。
ト
マ
ス
は
こ
こ
で
、
何
か
奇
蹟
的
な
［
例

え
ば
、
清
教
徒
を
改
宗
さ
せ
る
よ
う
な
］
力
を
、
自
ら
の
英
国
国

教
会
の
信
徒
で
あ
る
兄
ヘ
ン
リ
ー
の
詩
に
、
認
め
た
い
と
し
て
い

る
［
M
a
・
一
六
四
］

兄
さ
ん
の
学
識
高
い
大
勢
の
友
人
諸
氏
な
ら
、
賞
讃
詩
を
寄
稿
す

る
以
外
に
も
、
無
償
で
詩
人
を
護
る
方
法
を
知
っ
て
い
て
、
兄
さ
ん

の
出
版
物
に
多
く
の
読
者
を
惹
き
つ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
兄
さ
ん

自
身
そ
の
た
め
に
何
も
し
な
い
だ
ろ
う
。
賞
讃
詩
の
類
は
礼
節
か
ら

の
行
為
だ
が
、
著
者
が
〈
召
集
〉
し
た
み
た
い
に
な
っ
た
ら
困
る
か

ら
ね
、
読
者
の
反
応
を
待
つ
だ
け
で
い
い
の
だ
か
ら
、
と
自
分
の
こ

の
〈
前
口
上
詩
〉
な
ど
は
不
要
な
の
だ
と
逑
べ
続
け
る
。

〈
小
作
人
〉
が
支
払
う
〈
使
用
料
〉
と
は
、
読
者
が
詩
集
を
購
う

費
用
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
譬
喩
を
駆
使
し
な
が
ら
、
こ
の
詩

集
が
、
賞
讃
詩
な
ど
不
用
な
作
品
集
だ
と
讃
え
な
が
ら
も
、
ど
の
よ

う
に
価
値
の
あ
る
詩
群
な
の
か
、
ヴ
ォ
ー
ン
の
作
品
そ
の
も
の
の
優

れ
て
い
る
点
に
具
体
的
に
触
れ
な
い
の
は
、
他
の
「
賞
讃
詩
」
の
類

と
同
じ
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
自
分
の
こ
の
〈
露
払
い
〉
の
内
包
す

る
質
の
よ
う
な
詩
を
惹
起
す
る
性
質
の
内
容
の
詩
集
、
そ
れ
が
、
こ

の
『
白
鳥
』
だ
と
主
張
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

唯
、
結
末
部
に
み
ら
れ
る
暗
示

―
王
を
処
刑
す
る
よ
う
な
「
清

教
徒
」
の
時
代
に
、
彼
ら
を
改
宗
さ
せ
そ
う
な
内
容
を
ヴ
ォ
ー
ン
の

作
品
に
見
抜
い
て
い
る
如
き

―
は
特
に
注
目
し
た
い
。
そ
れ
は
、

こ
の
『
白
鳥
』
に
と
言
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
既
に
殆
ど
同
時
進
行
の

よ
う
に
し
て
成
立
し
つ
つ
あ
っ
た
『
燧
石
』
第
一
部
、
延
い
て
は
第

二
部
の
諸
作
に
当
て
篏
る
洞
察
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に
は

『
燧
石
』
は
、
我
々
が
既
に
見
た
よ
う
に
［
小
考
（
一
）
―
（
十
三
）］、

清
教
徒
を
〈
改
宗
〉
ど
こ
ろ
か
一
層
反
発
さ
せ
る
だ
け
の
も
の
だ
っ

た
か
も
知
れ
な
い
に
し
て
も
。
し
か
し
、
ト
マ
ス
が
認
め
た
が
っ
て

い
る
と
マ
リ
ラ
の
看
る
よ
う
に
［
訳
注
（
16
）］、「
何
か
奇
蹟
的
な

力
」
を
秘
め
宿
し
て
い
る
と
我
々
に
感
じ
取
ら
せ
る
の
が
、『
燧
石
』

で
あ
り
、
ヴ
ォ
ー
ン
の
詩
作
で
あ
る
の
は
、
も
う
確
か
な
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。

　

＊

こ
れ
ま
で
底
本
と
し
て
き
た
マ
ー
テ
ィ
ン
編
の
作
品
集
［
M
］

（［
R
A
］
も
踏
襲
）
に
は
、
ヴ
ォ
ー
ン
の
真
作
か
ど
う
か
疑
問
視
さ

れ
る
と
し
な
が
ら
収
録
さ
れ
て
い
る
作
品
が
三
篇
あ
る
。
そ
の
う
ち

の
一
篇
だ
け
は
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
。
訳
注
（
1
）
及

び
（
6
）、
そ
し
て
筆
者
自
身
が
、
語
句
の
使
い
方
、
構
成
状
態
な
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ど
全
体
か
ら
感
取
す
る
印
象
（
！
）
に
よ
っ
て
、
一
ま
ず

ヽ
ヽ
ヽ

真
作
と
信

じ
る
こ
と
に
し
て
。
次
の
、
あ
る
墓
碑
銘
の
詩
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
サ
ン
フ
ラ
イ
ド
教
会
の
墓
石
の
碑
銘（

（
（

一
六
八
一
年
五
月
一
八
日
に
三
一
歳
で

死
去
し
た
、
ブ
レ
ッ
ク
ノ
ッ
ク
の
記
録
官
に
し
て
法
学
院
の
、

　
　
　

故
ゲ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
郷
士
を
追
悼
し
て

E
pitaph on a tom

bstone in Llansantfraed C
hurch

　
　
　
　
　
　
　
　

In M
em

ory of

　
　
　
　
　
　

G
am

es Jones late of 

　
　
　
　

G
rays-

Ⅰnn  E
sq, &

 R
ecorder of

　
　

 B
recknock, w

ho dyed in ye 31th Y
ear

　
　
　
　

O
f H

is A
ge M

ay the 18th 1681

〈
通
り
が
か
る
人
〉
よ
〈
立
ち
止
ま
っ
て（

（
（

〉

知
ら
れ
た
し　

誰
が
こ
の
〈
石
〉
の
下
に
横
た
わ
っ
て
い
る
か

誰
の
、
自
分
自
身
の
は
と
も
か
く
、〈
敵
〉
で
も
な
か
っ
た
人

堕
落
以
前
の
ア
ダ
ム
の
よ
う
に
生
き
た
が

そ
れ
で
も
自
ら
の
〈
肋
骨
〉
を
〈
地
獄
〉
と
共
謀
さ
せ
な
か
っ
た
人

〈
手
腕
〉
と
〈
物
腰
〉〈
町
々
〉
と
〈
人
々
〉
を
見
渡
し
調
べ
た
が

身
近
な
美
徳
と
己
れ
自
身
と
の
彼
方
へ
〈
彷さ

ま
よ徨

〉
っ
た
人

そ
れ
も
我
ら
の
限
ら
れ
た
範
囲

（
（
（

を
遙
か
に
越
え
て
だ
が　

我
ら
に
は

　
　

分
っ
て
い
た

当
時
の
彼
は
現
在
の
彼
と
余
り
変
っ
て
い
な
か
っ
た
と

縺
れ
た
〈
法
〉
の
峨
々
た
る
要
塞
を

カ
エ
サ
ル
の
よ
う
に
彼
は
征
服
し
た
の
だ
っ
た　

他よ

所そ

で
は

め
っ
た
に
出
遭
わ
な
い
学
識
と
才パ

ー
ツ幹

を
見
知
っ
て
い
た
の
で

こ
の
上
な
く
緊
密
な
絆
で
こ
こ
で
は
〈
結
婚
で
結
ば
〉
れ
て
さ
え
い

た
が　

そ
れ
で
も
彼
の
才パ

ー
ツ幹

は
そ
れ
で
以
っ
て
挑
戦
さ
せ
る
お
人
程（

（
（

ま
で
に
は
申
し
分
な
く
高
度
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
し

彼
の
精
確
な
〈
学
識
〉
も　

そ
れ
自
体
立
派
な
〈
憲
章
〉
を

無
効
に
す
る
の
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た

彼
は
余
り
に
も
早
く
亡
く
な
っ
た
が　

余
り
に
も
若
す
ぎ
は
し
な
か

　
　

っ
た（

（
（

　

自
ら
示
せ
る
程
に
は

〈
千
六
百
〉
年
〈
時
代

（
（
（

〉
前
に
な
ど
と
。

即
ち
こ
こ
に
横
た
わ
る
は　
〈
兄
弟
〉
且
つ
〈
友
人
〉
で
〈
息
子
〉

（〈
高
徳
〉
な
〈
共
同
体
〉
が
一
つ
に
な
っ
た
も
の
）

そ
れ
も
各
々
最
良
の
だ
、さ
あ
通
り
が
か
る
人
よ
も
う
去
ら
れ
た
し（

（
（

。

［
M
・
六
八
六
］
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訳
注

（
1
）　

こ
の
碑
銘
の
原
文
は
、
一
八
〇
九
年
の
『
ブ
レ
コ
ン
州
史
』

（printed by T
heo. Jones, H

ist, B
reck., 1109, ii. p.532.

）
に
初

め
て
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
一
九
五
二
年
二
月
八
日
付
「
タ
イ
ム
ズ

文
芸
付
録
」T

LS

に
、
ス
テ
ッ
ド
（W

. F. Stead

）
に
よ
っ
て
提

供
さ
れ
た
。
モ
ー
ガ
ン
嬢
は
こ
の
詩
を
ヴ
ォ
ー
ン
の
真
作
と
思
い

た
が
っ
て
い
た
。
ス
テ
ッ
ド
は
、
ヴ
ォ
ー
ン
家
と
ジ
ョ
ー
ン
ズ
家

と
の
繋
り
を
指
摘
し
て
、
ヴ
ォ
ー
ン
真
作
を
支
持
し
て
い
る
［
M
・

七
六
一
］

因
に
、
フ
ラ
ン
サ
ン
フ
ラ
イ
ド
教
会
の
墓
地
に
ヴ
ォ
ー
ン
も
埋

葬
さ
れ
て
い
る
［
小
考
（
一
）
2
、
21
―

22
］
参
照
。

（
2
）　Stay Passenger　

こ
の
呼
び
掛
け
は
、
標
題
の
よ
う
で
即
本
文

の
冒
頭
行
と
な
る
四
音
節
行
。
こ
れ
に
続
く
次
行
（
第
一
行
）‘ A

nd 
know w

ho lyes beneath this Stone’

が
八
音
節
で
あ
る
以
外

は
全
て
一
〇
音
節
詩
行
の
二
行
連
句
二
〇
行
プ
ラ
ス
一
行
か
ら
成

る
二
一
行
と
、
冒
頭
の
四
音
節
行
が
加
わ
る
詩
。
最
終
行
（
二
一

行
目
）
の
末
語‘

gone’

と
第
一
行
の
末
語‘

Stone’
と
が
押
韻

す
る
仕
組
。

（
3
）　scantling 

＝ little m
easure,

お
そ
ら
く
。（O

E
D

 scantling sb 
3

）［
R
A
・
七
〇
四
］

（
4
）　him
 

底
本
だ
が
、
文
脈
か
ら
は
「
神
」
を
指
す
と
容
易
に
読
め
る

の
で
、
ラ
ド
ラ
ム
版
は‘

H
im

’

［
R
A
・
四
三
六
］

（
5
）　but not too young　

こ
の
句
［
四
音
節
］
の
せ
い
で
こ
の
詩
は

不
規
則
な
も
の
に
な
っ
て
お
り
［
こ
れ
を
除
去
す
れ
ば
他
の
行
と

同
じ
一
〇
音
節
行
に
な
る
］
お
そ
ら
く
作
者
以
外
の
誰
か
が
草
稿

に
書
き
入
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
［
M
・
七
六
二
］

（
6
）　T

he A
ge of Sixteen H

undred years agoe　

こ
の
尚
古
主
義

（prim
itivism

）
気
味
の
と
こ
ろ
な
ど
、
と
て
も
決
定
的
と
は
言
え

な
い
が
、
ヴ
ォ
ー
ン
の
作
品
ら
し
さ
を
思
わ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
る

［
M
・
七
六
三
］

前
行
の
付
加
句
（
で
あ
る
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
あ
る
ま
い
）
の

よ
う
な
ハ
ッ
プ
ニ
ン
グ
（
偶
発
事
）
が
生
じ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど

も
、
如
何
に
も
ヴ
ォ
ー
ン
の
作
品
ら
し
い
と
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。

（
7
）　now passenger be gone　

最
初
の
標
題
を
兼
ね
た
呼
び
掛
け

と
呼
応
す
る
。
立
ち
止
ま
ら
せ
た
通
行
人
に
、
さ
あ
、
も
う
立
ち

去
っ
て
下
さ
い
と
促
し
て
締
め
括
る
。
訳
注
（
2
）
の
よ
う
に
、

最
終
行
が
第
一
行
と
押
韻
す
る
仕
組
み
と
い
い
、
な
か
な
か
洒
落

れ
た
碑
銘
詩
で
は
な
い
か
。
ヴ
ォ
ー
ン
の
真
作
と
見
た
い
。

　

＊

『
タ
レ
イ
ア
ー
』
出
版
後
の
ヴ
ォ
ー
ン
に
は
、
そ
の
死
ま
で
の
十

七
年
間
、
著
作
が
な
い
し
、
詩
作
も
知
ら
れ
て
い
な
い
。

彼
の
書
い
た
手
紙
は
九
通
残
さ
れ
て
い
る
［
M
・
六
八
七
―
九
九
］。

『
タ
レ
イ
ア
ー
』
の
印
刷
・
準
備
中
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
た
も
の

（
一
六
七
三
年
六
月
十
五
日
付
け
）
が
最
初
だ
が
、
最
後
の
は
、
従
弟

の
オ
ー
ブ
リ
ー
（John A

ubrey, E
sq.

）
宛
て
、
一
六
九
四
年
十
月
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九
日
付
け
書
翰
で
、
ヴ
ォ
ー
ン
の
死
（
一
六
九
五
年
四
月
二
三
日
）
の

半
年
前
で
あ
っ
た
。

そ
の
中
に
、
詩
の
資
質‘

vein’

―
「
激
越
発
作
」‘ R

apus’ 

と
か
「
詩
的
熱
狂
状
態
」‘ a poetic furvor’

を
表
す
ウ
ェ
ー
ル
ズ

語
の‘

A
w
en’

に
触
れ
て
、
或
る
真
摯
な
物
知
り
か
ら
聞
い
た
と

し
て
紹
介
し
て
い
る
一
挿
話
が
あ
る
。

両
親
を
亡
く
し
て
貧
窮
の
余
り
物
乞
い
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
少
年
が
い
た
。
幸
い
に
も
彼
は
、
ヴ
ォ
ー
ン
の
居
住
地
か
ら
ほ
ど

遠
か
ら
ぬ
山
岳
地
に
、
膨
大
な
数
の
羊
を
飼
っ
て
い
る
裕
福
な
人
物

に
拾
わ
れ
、
羊
の
世
話
を
す
る
よ
う
に
と
山
へ
送
ら
れ
た
。
少
年
は

夏
の
間
、
羊
の
群
を
追
い
、
そ
の
子
羊
た
ち
の
面
倒
を
み
て
い
て
、

或
る
日
熟
睡
し
た
。
そ
の
時
に
見
た
夢
の
中
で
、
少
年
は
、
緑
の
葉

飾
り
の
輪
を
頭
に
乗
せ
た
美
し
い
若
者
に
出
会
う
。
彼
は
矢
を
一
杯

詰
め
た
箙
を
背
負
い
、
拳
に
は
鷹
を
一
羽
止
ま
ら
せ
て
い
た
。
何
か

の
旋
律
を
口
笛
で
奏
し
な
が
ら
近
づ
い
て
き
た
青
年
が
そ
の
鷹
を
少

年
目
が
け
て
放
つ
と
、
鷹
は
少
年
の
口
か
ら
体
内
に
飛
び
込
ん
だ
。

途
端
に
び
っ
く
り
仰
天
、
目
覚
め
た
少
年
は
、
詩
人
の
才
能
を
授

か
っ
て
い
た
。
彼
は
羊
飼
い
を
や
め
て
諸
国
を
巡
り
始
め
、
機
会
の

あ
る
た
び
に
歌
を
謡
い
、
生
前
、
国
中
で
最
も
有
名
な
吟
遊
詩
人

（B
ard

）
に
な
っ
た
、
と
い
う
も
の
［
M
・
六
九
六
］。

こ
の
箇
所
に
言
及
し
な
が
ら
ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
は
、
ヴ
ォ
ー
ン
は
長

い
こ
と
詩
才
を
発
揮
す
る
の
を
や
め
て
い
た
が
、
こ
の
最
後
の
手
紙

は
、
彼
が
詩
人
の
心
を
依
然
と
し
て
保
持
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

お
り
、
詩
人
に
し
か
出
来
な
い
よ
う
に
夢
を
語
っ
て
い
る
［
H
・
二

一
一
］
と
評
釈
す
る
。

詩
人
の
夢
想
と
言
わ
れ
れ
ば
そ
の
通
り
で
、
科
学
的
精
神
を
備
え

た
医
師

―
先
刻
も
触
れ
た
こ
と
だ
が
、
彼
が
医
師
免
許
を
ど
こ
で

い
つ
取
得
し
た
か
、
文
書
と
し
て
の
記
録
が
見
当
ら
な
い
こ
と
を

ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
は
懸
命
に
⁉
実
証
し
て
い
る
が
［
H
・
一
八
一
―
九

四
］

―
ヴ
ォ
ー
ン
は
、
最
後
ま
で
紛
れ
も
な
い
〈
詩
人
〉
で
あ
っ

た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。『
タ
レ
イ
ア
ー
』
以
後
、
彼
の
中
の

「
鷹
」
は
体
外
へ
飛
び
出
し
た
と
は
い
う
も
の
の
、
遠
く
へ
飛
び
去

り
は
し
な
か
っ
た
の
だ
っ
た
。

あ
の
、
少
年
の
夢
に
現
れ
た
美
青
年
は
、〈
詩
神
〉
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
「
鷹
」
は
、
詩
人
を
生
み
出
す
〈
キ
ュ
ー

ピ
ッ
ド
〉
の
役
を
果
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
最
晩
年
に
ヴ
ォ
ー
ン
が

自
ら
語
っ
た
、
自
分
自
身
に
関
す
る
寓
喩
だ
っ
た
。

本
稿
（［
続
小
考
（
八
）］）
で
、
本
誌
に
お
け
る
ヘ
ン
リ
ー
・

ヴ
ォ
ー
ン
（H

enry Vaughan, 1621

―95

）
の
全
自
作
詩
の
拙
訳
が
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終
了
し
た
。
即
ち
、『
詩
集
』
の
十
三
篇
、『
燧
石
』
の
一
二
九
篇

（
第
一
部
七
三
篇
、
第
二
部
五
六
篇
）、『
白
鳥
』
の
二
二
篇
（
含
、

ラ
テ
ン
語
の
詩
五
篇
）、『
タ
レ
イ
ア
ー
』
の
四
一
篇
（
含
、
ラ
テ
ン

語
の
詩
四
篇
）
の
総
計
二
〇
五
篇
（
含
、
ラ
テ
ン
語
の
詩
九
篇
）、

そ
の
全
詩
行
総
数
八
、
四
六
七
行
（
含
、
ラ
テ
ン
語
詩
一
二
九
行
）、

そ
の
全
て
の
拙
訳
が
一
ま
ず
完
了
し
て
、
当
面
の
筆
者
の
目
的
が
一

応
達
成
さ
れ
た
。

う
っ
か
り
本
音
を
洩
ら
し
た
り
、
迂
闊
に
真
意
を
表
現
し
て
し
ま

う
こ
と
が
生
命
の
危
険
に
繋
が
る
よ
う
な
時
世
に
生
き
る
詩
人
が
、

詩
人
と
し
て
の
本
領
を
発
揮
し
続
け
る
に
は
、
如
何
に
あ
る
べ
き

か
、
そ
の
一
つ
の
有
り
方
を
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン
は
示
し
て
く

れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
諧
謔
、
諷
刺
の
き
ら
め
き
を
放
つ
屈

折
・
韜
晦
ぶ
り
と
、
激
し
さ
を
内
包
し
た
冷
静
な
作
風
に
よ
っ
て
。

英
国
が
、
時
の
国
王
を
処
刑
ま
で
す
る
内
乱
の
最
中
か
ら
清
教
徒

の
共
和
制
を
経
て
再
び
王
制
に
復
古
す
る
激
動
の
渦
中
を
丸
々
、

ヴ
ォ
ー
ン
は
王
党
派
の
立
場
を
終
始
堅
守
し
な
が
ら
、
生
き
凌
い
だ

の
で
あ
っ
た
。〈
運
命
〉
の
ご
機
嫌
取
り
を
拒
み
、
好
運
を
敢
え
て

退
け
て
で
も
不
運
に
堪
え
、
不
運
を
好
運
へ
と
、
少
な
く
と
も
堪
え

得
る
も
の
へ
と
、
転
換
す
る
生
き
方
を
採
ろ
う
と
い
う
、〈
運
命
〉

へ
の
静
か
な
挑
戦
の
決
意
を
秘
め
な
が
ら
。

清
教
徒
と
英
国
国
教
徒
と
の
争
乱
の
時
期
と
い
う
当
代
の
世
相
・

政
情
に
、
そ
の
よ
う
な
独
自
の
対
処
を
示
し
て
い
る
う
ち
に
、

ヴ
ォ
ー
ン
に
は
、〈
神
〉
の
姿
が
ち
ら
ち
ら
見
え
隠
れ
す
る
よ
う
に
、

時
に
は
す
っ
か
り
隠
れ
て
し
ま
い
さ
え
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の

だ
ろ
う
。
見
え
な
く
な
り
が
ち
に
な
っ
た
〈
我
が
造
り
主
な
る
神
〉

に
、
終
始
敬
わ
れ
る
よ
う
な
神
で
あ
っ
て
ほ
し
く
、
そ
の
よ
う
な
神

を
常
に
崇
め
ら
れ
る
自
分
で
あ
り
た
い
と
い
う
苦
汁
の
滲
む
願
望
を

読
者
に
読
み
取
ら
せ
る
、
例
え
ば
「
復
活
祭
讃
歌
」［
小
考
（
十
）
７

―

８
］
な
ど
、
長
短
の
、
そ
れ
も
多
種
多
彩
な
詩
型
の
、
作
品
を
集

成
し
た
の
が
、
ヴ
ォ
ー
ン
の
代
表
作 『
火
花
散
る
燧
石
』 

で
あ
っ
た
。

＊
参
考
文
献

本
誌
『
成
城
文
藝
』
第
二
一
一
号
（
二
〇
一
〇
年
六
月
）
の
拙
稿

［
小
考
（
十
三
）］
末
尾
（
二
四
―
三
〇
ペ
ー
ジ
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
こ
に
は
本
稿
で
の
直
接
参
照
文
献
の
み
を
挙
げ
る
。
尚
、
本
稿

中
、［
小
考
（
一
）］
～
［
小
考
（
十
三
）］、［
続
小
考
（
一
）］
～

［
続
小
考
（
八
）］
は
、
本
誌
既
連
載
の
左
記
を
指
す
。

［
小
考
（
一
）］「
ア
ス
ク
川
の
白
鳥

―
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン
小

考
」『
成
城
文
藝
』
第
一
九
九
号
、
1
―
24
、
二
〇
〇
七
年
六
月
。
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［
小
考
（
二
）］「
そ
の
瞑
想
を
追
い
始
め
る

―
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー

ン
小
考
（
二
）」『
同
』
第
二
〇
〇
号
、
47
―
67
、
二
〇
〇
七
年
九

月
。

［
小
考
（
三
）］「〈
死
〉
か
ら
の
再
出
発

―
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン

小
考
（
三
）」『
同
』
第
二
〇
一
号
、
13
―
33
、
二
〇
〇
七
年
十
二

月
。

［
小
考
（
四
）］「「
序
文
」
と
「
反
歌
」
に
包
ま
れ
て

―
ヘ
ン

リ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン
小
考
（
四
）」『
同
』
第
二
〇
二
号
、
1
―
32
、

二
〇
〇
八
年
三
月
。

［
小
考
（
五
）］「
複
眼
に
よ
る
並
置
比
較
思
考

―
ヘ
ン
リ
ー
・

ヴ
ォ
ー
ン
小
考
（
五
）」『
同
』
第
二
〇
三
号
、
1
―
27
、
二
〇
〇

八
年
六
月
。

［
小
考
（
六
）］「
追
求
は
異
な
る
角
度
、視
点
か
ら

―
ヘ
ン
リ
ー
・

ヴ
ォ
ー
ン
小
考
（
六
）」『
同
』
第
二
〇
四
号
、
15
―
42
、
二
〇
〇

八
年
九
月
。

［
小
考
（
七
）］「
花
と
星
へ　

嵐
と
夜
か
ら
苦
悶
に
耐
え
て

―
ヘ

ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン
小
考
（
七
）」『
同
』
第
二
〇
五
号
、
13
―

43
、
二
〇
〇
八
年
十
二
月

［
小
考
（
八
）］「〈
隠
さ
れ
た
宝
〉
へ
向
か
っ
て

―
ヘ
ン
リ
ー
・

ヴ
ォ
ー
ン
小
考
（
八
）」『
同
』
第
二
〇
六
号
、
17
―
66
、
二
〇
〇

九
年
三
月
。

［
小
考
（
九
）］「
哀
歌
に
託
す
自
己
励
起

―
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー

ン
小
考
（
九
）」『
同
』
第
二
〇
七
号
、
1
―
33
、
二
〇
〇
九
年
六

月
。

［
小
考
（
十
）］「
昇
天
と
復
活
へ
の
思
い

―
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー

ン
小
考
（
十
）」『
同
』
第
二
〇
八
号
、
1
―
21
、
二
〇
〇
九
年
九

月
。

［
小
考
（
十
一
）］「
独
立
と
連
合
と

―
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン
小

考
（
十
一
）」『
同
』
第
二
〇
九
号
、
29
―
59
、
二
〇
〇
九
年
十
二

月
。

［
小
考
（
十
二
）］「
高
潔
な
正
義
を
求
め
て

―
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー

ン
小
考
（
十
二
）」『
同
』
第
二
一
〇
号
、
16
―
55
、
二
〇
一
〇
年

三
月
。

［
小
考
（
十
三
）］「
全
体
像
把
握
へ
向
か
っ
て　

試
訳
完
了

―
ヘ

ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン
小
考
（
十
三
）」『
同
』
第
二
一
一
号
、
1
―

31
、
二
〇
一
〇
年
六
月
。
以
上
で
、『
燧
石
』
全
訳
完
了
。

［
続
小
考
（
一
）］「
補
遺
と
増
幅

―
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン
、『
火

花
散
る
燧
石
』
以
後
の
」『
成
城
文
藝
』
第
二
一
五
号
、
19
―

47
、

二
〇
一
一
年
六
月
。

［
続
小
考
（
二
）］「
思
い
は
弱
ま
る
こ
と
な
く

―
ヘ
ン
リ
ー
・
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ヴ
ォ
ー
ン
『
甦
っ
た
タ
レ
イ
ア
ー
』
の
世
界
」『
同
』
第
二
一
六

号
、
29
―

56
、
二
〇
一
一
年
九
月
。

［
続
小
考
（
三
）］「
対
話
精
神
の
探
求

―
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン
、

呼
応
―
初
期
と
後
期
と
」『
同
』
第
二
一
七
号
、
1
―

36
、
二
〇
一

一
年
十
二
月
。

［
続
小
考
（
四
）］「「
愛
」
の
詩
に
よ
る
出
発

―
ヘ
ン
リ
ー
・

ヴ
ォ
ー
ン
、
国
情
を
冷
厳
に
凝
視
す
る
」『
同
』
第
二
一
九
号
、

1
―

41
、
二
〇
一
二
年
六
月
。

［
続
小
考
（
五
）］「
優
雅
に
の
み
は
啼
け
な
い

―
ア
ス
ク
の
白
鳥

ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン
」『
同
』
第
二
二
〇
号
、
1
―

24
、
二
〇
一

二
年
九
月
。

［
続
小
考
（
六
）］「
賞
讃
詩
と
追
悼
詩
―
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン
の

「
想
い
」」『
同
』
第
二
二
一
号
、
1
―

36
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
。

［
続
小
考
（
七
）］「「
運
命
」
へ
の
静
か
な
決
意
―
ヘ
ン
リ
ー
・

ヴ
ォ
ー
ン
の
姿
勢
」『
同
』
第
二
二
二
号
、
1
―

44
、
二
〇
一
三
年

三
月
。

［
続
小
考
（
八
）］「
激
動
期
を
生
き
凌
い
だ
詩
人
―
ヘ
ン
リ
ー
・

ヴ
ォ
ー
ン
の
全
自
作
詩
試
訳
完
了
」『
同
』
第
二
二
三
号
、
1
―

34
、
二
〇
一
三
年
六
月
。
本
稿

ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン
の
詩
集

『
詩
集
』『
詩
集
、
ユ
ウ
ェ
ナ
ー
リ
ス
の
諷
刺
第
十
歌
の
英
訳
付
載
』

Poem
s, w

ith T
he tenth Satyre of Iuvenal E

nglished

（1646

）

『
燧
石
』『
火
花
散
る
燧
石
』Silex Scintillans

（1650, 1655

）

『
白
鳥
』『
ア
ス
ク
の
白
鳥

―
詩
と
翻
訳
精
選
集
成
』O

lor Isca-

nus. A
 C

ollection of Som
e Select Poem

s, and T
ranslations

（1651

）

『
タ
レ
イ
ア
ー
』『
甦
っ
た
タ
レ
イ
ア
ー

―
そ
の
時
々
の
詩
を
選
出

し
た
田
園
の
詩
神
の
気
晴
ら
し
と
気
分
転
換
集
』T

halia R
edi-

viva :  T
he Pastim

es and D
iversions of a C

ountry M
use in 

C
hoice Poem

s on Several O
ccasions

（1671

）

［
C
］C

ham
bers, E. K

., ed. T
he Poem

s of H
enry Vaughan, 

Silurist. Introduction by H
. C. B

eeching. 2 vols. London 
and N

ew York : C
harles Scribner’ s &

 Sons, 1196.

［
F
］F

ogle, F
rench, ed. T

he C
om

plete P
oetry of H

enry 

Vaughan. N
ew

 York : D
oubleday. 1964 ; N

ew
 York U

ni
versity Press, 1965.

［
G
M
］A

 C
om

m
entary on the P

oem
s of H

enry Vaughan 

com
piled from

 the collection of Louise Im
ogen G

uiney, 
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supplem
ented by the notes of G

w
enllian E. F. M

organ, 
selected and transcribed, w

ith additional observations, 
by F. E. H

utchinson 

（typescripts in the N
ational Library 

of W
ales and the B

odleian Library

）.

［
H
］H

utchinson, F. E. H
enry Vaughan: A

 Life and Inter-

pretation. O
xford : C

larendon Press, 1947.

［
H

・

S
］H

ealy, T
hom

as and Jonathan Saw
day, eds. Lit-

erature and the E
nglish C

ivil W
ar. C

am
bridge : C

am


bridge U
niversity Press, 1990.

［
L
］Leishm

an, J. B. T
he M

etaphysical Poets: D
onne, H

er-

bert, Vaughan, T
raherne. O

xford : C
larendon Press, 1934.

［
L
H
］L

yte, H
. F., ed. T

he Sacred P
oem

s A
nd P

rivate 

E
jaculations of H

enry Vaughan. B
oston : Little, B

row
n 

and C
om

pany, 1154.

［
M
］M

artin, L. C., ed. T
he W

orks of H
enry Vaughan. O

x
ford : C

larendon Press, 2 nd ed. 1957.　
本
稿
の
底
本
。

［
M
a
］M

arilla, E. L. T
he Secular Poem

s of H
enry Vaughan. 

U
ppsala, H

arvard and C
openhagen, 1951.

［
R
A
］R

udrum
, A

lan, ed. H
enry Vaughan :  T

he C
om

plete 

Poem
s. N

ew
 H

aven and London: Yale U
niversity Press, 

1976.

［
T
I
］T

uttle, Im
ilda. C

oncordance to Vaughan’s SILE
X

 

SC
IN

T
ILLA

N
S. U

niversity Park and London : T
he Penn

sylvania State U
niversity Press, 1969.

［
W
i
L
］W

ilcox, H
elen, ed. T

he E
nglish Poem

s of G
eorge 

H
erbert. C

am
bridge : C

am
bridge U

niversity Press, 2007.

［O
C

D

］O
xford C

lassical D
ictionary, 1949, reprinted 1961.

［O
ED

］O
xford E

nglish D
ictionary

尚
、
一
連
の
拙
訳
で
の
〈　

〉
付
き
は
、
原
詩
で
は
大
文
字
で
始
め
ら
れ

る
語
句
、
ゴ
チ
ッ
ク
体
は
同
じ
く
イ
タ
リ
ッ
ク
体
の
部
分
で
あ
る
。
原
詩
で

の
固
有
名
詞
は
全
て
大
文
字
で
始
ま
る
イ
タ
リ
ッ
ク
体
な
の
で
拙
訳
で
は

カ
ッ
コ
無
し
の
普
通
の
字
体
の
ま
ま
に
す
る
。

訳
注
の
う
ち
、
出
所
表
示
（
例
え
ば
［
M
a
・
二
一
五
］）
の
な
い
も
の
、

及
び
訳
注
の
中
の
［ 　

］
部
分
は
本
稿
筆
者
に
よ
る
。
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・
ヴ
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ン
の
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完
了
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下
さ
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本
誌
編
集
委
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の
諸
氏
と
本
学
部
の
皆
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、
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激
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を
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し
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か
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全
て
の
方
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に
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